
は
じ
め
に

（
�
）

明
治
天
皇
が
行
っ
た
地
方
視
察
（
巡
幸
・
行
幸
）
は
九
十
七
回
に
及
び
、

と
く
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
同
十
八
年
に
か
け
て
大
規
模
な
も
の

が
六
回
あ
っ
た
（
六
大
巡
幸
）。
こ
の
巡
幸
の
意
義
を
、
田
中
彰
は
「
支
配

の
正
当
性
」
と
「
仁
恵
深
い
君
徳
を
備
え
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
民
衆
に
浸

（
�
）

透
さ
せ
る
」「
国
家
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
で
あ
る
と
し
、
遠
山
茂
樹
は
四
回

の
巡
幸
は
天
皇
が
「
民
情
を
知
り
、
民
の
生
活
の
苦
し
み
を
問
う
」
こ
と
を

（
�
）

標
榜
し
て
行
わ
れ
た
と
し
た
。
原
武
史
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
天

皇
の
巡
幸
・
行
幸
を
検
討
し
、
巡
幸
・
行
幸
の
意
味
を
「「
臣
民
」
の
間
に

天
皇
や
皇
室
の
存
在
を
認
識
さ
せ
、
忠
誠
心
を
培
養
す
る
た
め
の
重
要
な
政

治
手
段
と
み
な
さ
れ
」、「
天
皇
が
全
国
を
回
る
」
こ
と
で
、「
全
国
の
人
々

に
、
天
皇
の
存
在
を
知
ら
し
め
、
天
皇
の
生
身
の
身
体
を
各
地
で
見
せ
る
こ

と
で
権
威
を
確
立
さ
せ
て
」
い
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
一
八
九
〇
年
以
降
の

行
幸
は
軍
事
行
幸
が
中
心
で
、
鉄
道
で
の
演
習
地
往
復
の
み
と
な
り
、
天
皇

（
�
）

の
実
像
は
民
衆
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
く
と
す
る
。

地
方
視
察
を
目
的
と
す
る
行
幸
の
最
後
と
な
る
の
が
、
明
治
二
十
年
（
一

八
八
七
）
二
月
の
近
畿
・
東
海
地
方
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
明
治
天

し
ゅ
く
の

皇
は
京
都
・
大
阪
に
行
幸
を
行
う
が
、
そ
の
際
、
大
阪
府
島
下
郡
宿
久

し
ょ
う

さ
い
の
も
と

あ

い

み
の
は
ら

お
お
だ

庄
・
福
井
・
道
祖
本
・
安
威
・
耳
原
・
太
田
各
村
（
大
阪
府
茨
木
市
）
で
陸

て

く

ら
や
ま

軍
の
野
外
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
演
習
は
耳
原
村
の
幣
久
良
山

へ
い
ざ
ん

（
幣
山
）
と
太
田
村
の
二
か
所
で
明
治
天
皇
の
天
覧
が
あ
っ
た
。
地
域
の
住

民
ら
は
こ
れ
を
栄
誉
に
思
い
、
各
天
覧
場
所
に
紀
念
碑
を
建
造
し
た
。

太
田
村
・
幣
山
紀
念
碑
ノ
ー
ト

│
茨
木
市
域
に
お
け
る
天
覧
軍
事
演
習
と
顕
彰
│

西
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郎
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羽
賀
祥
二
は
、「
記
念
碑
は
そ
の
前
に
立
つ
人
々
に
、
い
ま
立
っ
て
い
る

歴
史
的
な
位
置
を
確
認
さ
せ
て
い
く
作
用
を
持
」
ち
、
そ
れ
は
「
遺
蹟
を
と

（
�
）

り
ま
く
風
景
の
中
で
実
感
」
さ
れ
る
も
の
だ
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
幣
久

良
山
と
太
田
村
に
建
つ
二
つ
の
紀
念
碑
に
対
峙
す
る
時
、
碑
文
を
読
み
解

き
、
建
造
理
由
を
知
り
、
時
代
状
況
を
確
認
し
、
碑
が
建
つ
風
景
の
中
で
実

感
し
な
が
ら
理
解
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
中
野
良
に
よ
れ
ば
、
軍
に
よ
る
野
外
軍
事
演
習
は
、「
武
装
集
団
と

し
て
の
軍
隊
が
地
域
社
会
に
や
っ
て
く
る
」
こ
と
で
、「
演
習
は
具
体
的
な

（
�
）

戦
闘
行
為
を
地
域
住
民
に
公
開
す
る
行
事
」
で
あ
っ
た
。
茨
木
地
域
と
軍
事

演
習
と
の
関
り
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
茨
木
の
地
域
住
民

は
、
軍
隊
に
よ
る
演
習
と
天
覧
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
記
念
碑
建
造
へ

と
至
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
明
治
二
十
年
の
茨
木
地
域
で
行
わ
れ
た
天
覧
軍
事
演
習
の
詳

細
、
お
よ
び
演
習
を
契
機
に
建
造
さ
れ
た
二
つ
の
紀
念
碑
と
住
民
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
こ
の
紀
念
碑
が
も
つ
歴
史
的
な
意
味
を
考
え
た

い
。

第
一
章

太
田
村
・
幣
山
紀
念
碑
に
関
す
る
研
究
史

ま
ず
太
田
村
と
幣
久
良
山
の
紀
念
碑
に
関
す
る
研
究
状
況
を
み
て
お
く
。

両
紀
念
碑
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
二
月
十
六
日
の
天
覧
軍
事
演
習

（「
天
覧
軍
事
運
動
」）
を
契
機
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
天
覧
軍
事
演
習
に
つ

い
て
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
市
立
大
阪
市
民
博
物
館
が
編
纂
し
た

（
�
）

『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
が
詳
し
い
。
前
年
十
一
月
に
明
治
神
宮
が
建
っ

た
の
を
機
に
、
明
治
天
皇
の
大
阪
市
へ
の
行
幸
資
料
を
蒐
集
し
、
同
館
で
陳

（
�
）

列
し
展
覧
す
る
こ
と
で
「
皇
徳
追
慕
の
資
」
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
神
宮

造
成
と
同
時
期
に
二
十
日
間
、
約
二
百
点
が
展
示
さ
れ
た
。
大
阪
府
の
三
島

（
幣
久
良
山
）

郡
役
所
か
ら
は
、「
手
幣
山
御
覧
所
紀
念
碑
」
写
真
が
陳
列
さ
れ
た
。『
明
治

天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
に
は
、
巻
頭
写
真
と
共
に
碑
文
（
表
面
の
み
）
を
掲
載

し
、「
官
報
」「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件
書
類
」「
朝
日
新
聞
」「
第
四
師
団
記

録
」
を
掲
出
し
て
、
行
幸
啓
お
よ
び
天
覧
軍
事
演
習
の
関
連
資
料
を
掲
出
す

る
。次

い
で
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
刊
行
の
『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記

（
�
）

念
物
』
第
二
冊
は
、
三
島
郡
（
旧
島
上
・
島
下
両
郡
）
を
担
当
し
た
天
坊
幸

彦
が
両
碑
の
表
面
文
字
を
記
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
知
事
が
選
定
し
た
篆

（

）

額
や
裏
面
の
文
字
は
全
て
割
愛
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
九
年
刊
行
の

（

）

『
茨
木
市
史
』
に
も
両
碑
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
九
九
八
年
刊
行
の

（

）

（

）

『
茨
木
の
史
跡
』
で
「
天
皇
御
野
立
所
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
新
た
な
茨
木
市
史
編
纂
事
業
と
し
て
二
〇
〇
四

年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
修
茨
木
市
史
史
料
集
７

新
聞
に
み
る
茨
木
の

（

）

近
代
Ⅰ
│
│
三
島
地
域
新
聞
記
事
集
成
│
│
』
は
、『
朝
日
新
聞
』
の
み
で

あ
る
が
、
天
覧
軍
事
演
習
お
よ
び
紀
念
碑
建
造
時
の
記
事
を
収
載
し
、
こ
れ

に
基
づ
き
同
年
八
月
に
遠
藤
俊
六
が
「
新
聞
に
み
る
地
域
の
一
八
八
〇
年
代

（

）

│
│
コ
レ
ラ
・
天
皇
・
軍
隊
・
ア
ヘ
ン
│
│
」
で
天
覧
軍
事
演
習
の
概
略
を

ま
と
め
、
同
演
習
の
一
か
月
後
に
行
わ
れ
た
参
謀
旅
行
演
習
（
図
上
演
習
）

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

太田村・幣山紀念碑ノート （４２）
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二
〇
〇
九
年
に
は
大
阪
府
茨
木
市
に
あ
る
追
手
門
学
院
大
学
に
お
い
て

も
、
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校
（
追
手
門
学
院
の
前
身
）
の
設
置
に
尽
力
し

た
今
井
兼
利
が
天
覧
軍
事
演
習
の
指
揮
官
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
把
握
し
、

『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
等
の
関
係
部
分
を
集
め
た
内
部
資
料
を
作
成
し

（

）

て
い
る
。

（

）

そ
し
て
二
〇
一
六
年
に
『
新
修
茨
木
市
史
』
第
三
巻
、
通
史
Ⅲ
の
第
一
章

第
一
節
「
明
治
維
新
と
市
域
の
村
々
」（
高
木
博
志
執
筆
）
や
第
二
章
第
五

節
「
明
治
期
の
社
会
と
文
化
」（
黒
岩
康
博
執
筆
）
に
お
い
て
、
天
覧
軍
事

演
習
お
よ
び
太
田
村
・
幣
久
良
山
の
紀
念
碑
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
概
略

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

以
上
、
明
治
二
十
年
の
天
覧
軍
事
演
習
お
よ
び
太
田
村
・
幣
久
良
山
の
紀

念
碑
の
研
究
史
を
み
て
き
た
。
演
習
に
つ
い
て
は
、『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸

誌
』
お
よ
び
『
朝
日
新
聞
』
記
事
か
ら
復
元
し
た
遠
藤
俊
六
の
研
究
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
が
、
概
略
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
年
時
の
新
聞
に
は
、『
朝
日
新
聞
』
の
他
に
も
う
一
社
『
大
阪

日
報
』（
毎
日
新
聞
）
が
あ
る
。『
大
阪
日
報
』
に
は
独
自
の
記
事
も
多
く
あ

り
、
併
用
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実

が
数
多
く
明
ら
か
に
で
き
る
。
ま
た
、
太
田
村
・
幣
久
良
山
の
紀
念
碑
に
つ

い
て
は
、
表
面
の
文
面
の
み
翻
刻
さ
れ
、
裏
面
の
文
字
の
検
討
が
な
い
。
ま

た
碑
文
そ
の
も
の
の
検
討
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視
点
が
な
か
っ
た
。
紀
念
碑
の
建
造
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
明
治
二
十
年
時
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
紀
念
碑
建
造

が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。

第
二
章

天
覧
軍
事
演
習
と
地
域
住
民

（
１
）
茨
木
地
域
と
軍
事
演
習

大
阪
府
島
下
郡
道
祖
本
村
（
茨
木
市
）
近
辺
が
、
陸
軍
の
軍
事
演
習
地
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
七
）
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
同
十
八
年
三
月
に
大
阪
鎮
台
の
砲
兵
第
四
連
隊
が

（

）

三
重
県
で
の
砲
兵
演
習
の
帰
途
、
高
槻
（
高
槻
市
）
に
止
宿
し
（
明
治
十
八

年
三
月
）、
翌
十
九
年
九
月
に
は
、
島
下
郡
芥
川
（
高
槻
市
）
近
傍
で
大
阪

鎮
台
の
歩
兵
第
八
連
隊
の
士
官
・
曹
長
な
ど
六
十
余
名
が
「
実
地
対
策
」
を

執
行
し
、
こ
れ
に
歩
兵
第
七
旅
団
長
の
今
井
兼
利
が
「
検
閲
」
を
行
っ
た
。

（

）

宿
所
や
演
習
地
と
し
て
高
槻
・
芥
川
近
傍
が
選
ば
れ
て
い
た
。

し
か
し
同
年
十
月
二
十
九
日
に
は
、
大
阪
鎮
台
の
歩
兵
第
二
十
連
隊
が
前

日
午
後
に
島
下
郡
道
祖
本
村
と
小
野
原
村
（
箕
面
市
）
近
傍
に
入
り
、
野
外

で
陣
営
を
設
け
（
露
営
）
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
日
夜
明
け
（「
払
暁
」「
暁

天
」）
と
共
に
軍
事
演
習
（「
不
期
対
抗
運
動
」）
を
行
っ
た
。
こ
の
演
習
の

「
検
閲
」
の
た
め
に
、
高
島
鞆
之
助
中
将
お
よ
び
今
井
兼
利
・
岡
沢
精
両
少

将
は
午
前
四
時
四
十
五
分
梅
田
停
車
場
発
の
汽
車
に
乗
り
、
茨
木
を
経
て
現

（

）

地
入
り
し
、
午
前
十
時
十
七
分
の
梅
田
停
車
場
着
の
汽
車
で
帰
っ
た
。
さ
ら

に
同
年
十
一
月
三
十
日
に
は
、
大
阪
鎮
台
の
歩
兵
第
八
連
隊
が
、
午
前
七
時

か
ら
道
祖
本
村
近
傍
で
軍
事
演
習
（「
不
期
対
抗
演
習
」）
を
行
い
、
そ
の
計

画
（「
方
略
」）
は
、
第
一
大
隊
が
敵
軍
の
西
軍
（
児
玉
如
忠
少
佐
が
指
揮

西 島 太 郎
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官
）
と
し
て
防
戦
に
務
め
、
第
二
・
第
三
両
大
隊
が
本
軍
の
東
軍
（
前
田
隆

（

）

礼
少
佐
が
指
揮
官
）
と
し
て
攻
撃
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

演
習
地
が
西
国
街
道
上
の
芥
川
か
ら
道
祖
本
村
・
小
野
原
村
と
西
方
へ
と

移
動
し
、
か
つ
道
祖
本
村
付
近
で
の
演
習
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
演
習
で
の
実
績
が
、
翌
二
十
年
二
月
の
天
覧
軍
事
演
習
へ

と
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
天
覧
軍
事
演
習
に
至
る
ま
で

明
治
天
皇
と
皇
后
の
明
治
二
十
年
の
行
幸
啓
（
天
皇
の
行
幸
と
皇
后
の
行

啓
）
は
、
一
足
先
（
一
月
十
四
日
）
に
皇
太
后
（
英
照
皇
太
后
）
が
神
戸
へ

着
き
京
都
へ
入
っ
た
。
こ
れ
に
高
島
鞆
之
助
中
将
・
今
井
兼
利
少
将
は
、
奉

（

）

た
る
ひ
と

迎
の
た
め
神
戸
へ
赴
き
梅
田
停
車
場
ま
で
供
奉
し
た
。
ま
た
有
栖
川
宮
熾
仁

親
王
が
一
月
二
十
日
に
京
都
へ
向
か
う
途
上
、
梅
田
停
車
場
に
六
分
間
停
車

ご
う
ぞ
う

し
た
際
も
、
高
島
中
将
以
下
の
将
校
数
名
・
建
野
郷
三
大
阪
府
知
事
等
が
出

（

）

迎
え
た
。
高
島
は
そ
の
後
も
天
機
伺
い
・
御
年
祭
参
拝
の
た
め
京
都
へ
出
向

き
（
一
月
二
十
八
〜
三
十
一
日
）、
三
十
一
日
に
大
阪
に
帰
り
、
大
阪
鎮
台

（

）

で
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
二
月
二
日
に
も
京
都
へ
出
向
い
て
い
る
。

明
治
天
皇
と
皇
后
は
一
月
二
十
五
日
に
東
京
を
発
ち
、
横
浜
か
ら
軍
艦
浪

速
で
神
戸
港
に
着
き
、
次
い
で
京
都
の
御
所
へ
と
至
る
。

行
幸
啓
の
行
程
に
つ
い
て
一
月
二
十
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
で
は
、
島
上

郡
「
芥
川
近
傍
」
で
軍
事
演
習
（「
不
期
対
抗
運
動
」）
の
天
覧
が
あ
る
と

し
、
そ
の
行
程
は
京
都
か
ら
高
槻
停
車
場
で
汽
車
を
下
車
し
、
天
覧
後
、
茨

木
停
車
場
か
ら
乗
車
し
大
阪
へ
向
か
う
計
画
を
報
じ
て
い
た
。
二
十
九
日
の

同
紙
に
は
、
更
に
詳
し
く
「
芥
川
近
傍
」
で
の
演
習
と
し
、
大
阪
鎮
台
の
歩

し
ち
ょ
う

兵
第
八
・
第
二
十
両
連
隊
、
砲
兵
第
四
連
隊
、
輜
重
兵
（
兵
站
担
当
）
第
四

大
隊
・
第
一
中
隊
と
、
姫
路
営
所
の
歩
兵
第
十
連
隊
、
大
津
営
所
の
歩
兵
第

九
連
隊
等
と
の
「
不
期
対
抗
演
習
」
だ
と
報
じ
て
い
る
。
翌
三
十
日
の
紙
面

で
は
、
京
都
へ
の
還
御
の
途
上
で
、
指
揮
官
は
「
多
分
」
今
井
少
将
だ
ろ
う

と
す
る
。
同
日
の
『
大
阪
日
報
』
で
も
「
芥
川
村
」
で
演
習
と
報
じ
て
い

る
。二

月
二
日
の
『
大
阪
日
報
』
紙
面
で
行
幸
啓
の
順
序
が
報
道
さ
れ
、
天
皇

は
、
七
日
午
前
十
二
時
に
梅
田
停
車
場
を
発
ち
、
午
後
一
時
三
十
分
に
「
茨

木
近
傍
の
演
習
地
」
に
着
き
、
同
地
で
昼
食
、
午
後
四
時
三
十
分
に
高
槻
停

車
場
に
着
く
予
定
で
、
皇
后
も
「
茨
木
近
傍
演
習
地
」
へ
同
行
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
演
習
の
指
揮
官
は
今
井
兼
利
少
将
、
参
謀
官
は
土
屋
光

（

）

春
少
佐
・
草
場
彦
輔
大
尉
と
決
ま
っ
た
と
報
じ
た
。

同
日
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、
天
覧
演
習
の
詳
細
を
報
じ
て
い
る
。
道
祖
本

村
近
傍
で
野
外
演
習
が
あ
る
こ
と
、
指
揮
官
は
大
阪
鎮
台
歩
兵
第
七
旅
団
長

で
陸
軍
少
将
の
今
井
兼
利
、
参
謀
官
に
土
屋
光
春
（
歩
兵
少
佐
）・
草
場
彦

輔
（
歩
兵
大
尉
）
等
で
、
各
隊
一
人
に
つ
き
空
砲
三
十
発
、
大
砲
一
門
に
つ

（

）

き
空
砲
三
十
発
ず
つ
用
意
さ
れ
る
予
定
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
演
習
の
計
画

（
方
略
）
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
軍
に
攻
囲
さ
れ
た
大
阪
の
軍

勢
に
援
軍
を
差
し
向
け
る
た
め
に
東
軍
は
先
方
隊
を
差
し
向
け
、
こ
れ
を
知

っ
た
西
軍
が
一
枝
隊
を
派
遣
し
て
東
軍
の
援
軍
を
妨
げ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

東
軍
は
二
月
六
日
の
夜
に
は
太
田
村
（
茨
木
市
）
ま
で
到
達
し
、
近
傍
の
要

地
を
占
領
し
た
。
西
軍
の
斥
候
（
偵
察
隊
）
も
小
野
原
・
粟
生
（
箕
面
市
）
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（

）

ま
で
来
て
い
た
。
こ
の
演
習
は
、
大
阪
鎮
台
・
姫
路
営
所
・
大
津
営
所
の
歩

兵
の
「
混
成
」
部
隊
に
よ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

二
月
三
日
に
宮
内
大
臣
の
伊
藤
博
文
が
大
阪
府
知
事
の
建
野
郷
三
に
伝
え

た
「
大
坂
へ
行
幸
行
啓
御
発
着
割
」
に
は
、
天
皇
の
茨
木
で
の
行
程
は
、
二

月
七
日
午
後
十
二
時
十
五
分
に
梅
田
停
車
場
を
発
ち
、
同
時
四
十
分
に
茨
木

（
幣
久
良
山
）

停
車
場
に
着
き
、
馬
で
演
習
場
へ
向
か
い
、
午
後
一
時
三
十
分
に
「
手
幣
山

御
覧
所
」
へ
着
き
、
午
後
三
時
三
十
分
に
「
太
田
村
御
覧
所
」、
四
時
三
十

（

）

分
に
高
槻
停
車
場
を
発
つ
計
画
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
翌
四
日
、
天
皇
が
「
風
気
」
の
た
め
大
阪
行
幸
啓
は
延
期
と
な
る

旨
が
大
阪
府
知
事
へ
伝
え
ら
れ
た
。
翌
五
日
正
午
の
新
聞
号
外
で
、
天
皇
が

「
風
気
」
の
た
め
に
臨
幸
延
引
と
報
道
さ
れ
た
。
結
局
十
一
日
に
、
十
五
日

の
出
立
が
宮
内
大
臣
か
ら
大
阪
府
知
事
へ
伝
え
ら
れ
、
十
五
日
の
当
日
に

「
官
報
」
で
も
「
大
阪
鎮
台
へ

臨
幸
、
偕
行
社
へ
御
一
泊
、
翌
十
六
日
茨

（

）

木
近
傍
ニ
於
て
演
習

天
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
旨
」
と
詳
細
が
報
じ
ら
れ
た
。

耳
原
村
幣
久
良
山
（「
手
幣
山
」）
と
太
田
村
の
両
天
覧
所
は
、
二
月
七
日

に
完
成
し
た
。
天
覧
所
は
三
間
×
二
間
（
五
・
四
三
×
三
・
六
二
メ
ー
ト

ル
）
で
、
一
間
四
方
（
一
・
八
一
×
一
・
八
一
メ
ー
ト
ル
）
の
御
茶
所
と
二

間
×
一
間
（
三
・
六
二
×
一
・
八
一
メ
ー
ト
ル
）
の
御
厠
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

棟
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
茨
木
と
高
槻
の
各
停
車
場
に
も
、
各
御
厠
一
棟
が
建

て
ら
れ
た
。
演
習
天
覧
中
、
皇
后
は
高
槻
停
車
場
で
休
憩
す
る
た
め
、
停
車

場
東
側
に
休
憩
所
一
棟
が
新
築
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
全
て
檜
材
が
用

（

）

い
ら
れ
た
。

十
日
に
は
、
軍
事
演
習
の
軍
事
上
の
機
密
を
漏
ら
し
た
者
が
い
た
た
め
、

演
習
方
法
を
変
更
し
た
と
『
大
阪
日
報
』
は
報
じ
て
い
る
。

大
阪
へ
の
行
幸
啓
の
前
日
（
十
四
日
）、
姫
路
営
所
（
歩
兵
第
十
連
隊
）・

大
津
分
営
（
歩
兵
第
九
連
隊
）
の
各
兵
が
、
天
覧
軍
事
演
習
に
参
加
す
る
た

（

）

め
大
阪
に
到
着
し
、
東
区
上
寺
町
の
各
寺
院
へ
宿
泊
し
た
。
同
日
、
姫
路
営

所
司
令
官
の
岡
沢
精
少
将
が
、
大
阪
の
師
団
本
部
で
演
習
の
打
ち
合
わ
せ
を

（

）

し
た
。

（
３
）
天
覧
軍
事
演
習
の
実
際

あ
ん

十
五
日
の
大
阪
行
幸
は
、
大
阪
鎮
台
の
あ
る
大
阪
偕
行
社
が
天
皇
の
行

ざ
い
し
ょ

在
所
と
な
っ
た
。
鎮
台
司
令
官
で
陸
軍
中
将
の
高
島
鞆
之
助
が
案
内
し
た
。

天
皇
は
午
後
に
第
三
高
等
中
学
校
に
行
き
、
皇
后
は
住
吉
神
社
を
訪
れ
、
大

阪
偕
行
社
に
入
り
、
能
楽
、
夜
に
花
火
天
覧
と
な
っ
た
。

こ
の
日
、
神
戸
停
泊
中
の
各
軍
艦
の
艦
長
も
演
習
地
へ
向
か
っ
た
。
高
島

中
将
・
今
井
少
将
も
、
十
六
日
の
午
前
十
一
時
六
分
梅
田
停
車
場
発
の
汽
車

（

）

で
茨
木
の
演
習
地
へ
向
か
っ
た
。

演
習
の
前
日
（
十
五
日
）
夜
十
時
に
、
指
揮
官
今
井
兼
利
が
「
仮
設
敵

兵
」
の
東
軍
へ
出
し
た
「
教
令
」
で
は
、
東
軍
の
任
務
は
本
軍
来
着
ま
で
の

守
勢
が
任
務
で
、
第
一
防
御
線
・
第
二
防
御
線
を
選
定
し
、
第
二
防
御
線
を

拠
点
と
す
る
こ
と
、
西
軍
は
本
道
（
西
国
街
道
）
か
ら
攻
撃
す
る
が
、
右
翼

の
攻
撃
が
中
心
と
な
る
こ
と
、
敵
が
右
翼
に
脅
迫
し
た
場
合
、
第
一
防
御
線

を
捨
て
る
こ
と
な
ど
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
後
の
東
軍
の
陣
形
を
み
る

（

）

と
、
第
一
防
御
線
は
八
幡
山
（
将
軍
山
）
│
幣
久
良
山
（
第
一
天
覧
所
）
│

上
野
村
の
南
北
線
に
あ
た
り
、
第
二
防
御
線
は
稲
荷
山
（
太
田
山
・
第
二
天

西 島 太 郎
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覧
所
）
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
る
。

十
六
日
の
演
習
当
日
、
午
前
九
時
に
指
揮
官
の
今
井
兼
利
が
牧
落
村
の
西

軍
へ
出
し
た
「
教
令
」
で
は
、
前
衛
・
本
軍
・
後
衛
・
大
行
李
（
食
糧
・
衣

料
等
を
運
ぶ
部
隊
）
の
編
成
や
、
前
衛
歩
兵
の
前
方
二
キ
ロ
先
に
多
数
の
斥

候
を
出
し
て
、
前
方
の
地
の
捜
索
を
命
じ
、
今
井
自
身
は
西
軍
本
体
の
先
頭

（

）

に
い
る
の
で
報
告
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

こ
の
日
の
天
皇
は
、
午
前
八
時
に
行
在
所
（
大
阪
偕
行
社
）
を
出
て
、
大

阪
砲
兵
工
廠
を
巡
覧
し
、
一
旦
行
在
所
へ
戻
り
、
十
一
時
か
ら
大
阪
府
尋
常

師
範
学
校
、
次
い
で
梅
田
停
車
場
へ
向
か
っ
た
。
皇
后
は
泉
布
観
（
応
接

所
）、
造
幣
局
、
大
阪
府
高
等
女
学
校
を
訪
れ
梅
田
停
車
場
へ
至
っ
た
。
午

後
零
時
十
五
分
に
天
皇
・
皇
后
と
も
、
汽
車
で
梅
田
停
車
場
を
発
ち
、
同
時

四
十
分
に
茨
木
停
車
場
に
着
い
た
。
茨
木
停
車
場
で
は
天
皇
の
み
降
車
し

ひ
ろ
せ
な
お
す
み

た
。
島
上
・
島
下
郡
長
の
廣
瀨
直
澂
が
書
記
を
従
え
、
同
停
車
場
で
天
皇
を

出
迎
え
た
。
天
皇
は
す
ぐ
に
乗
馬
し
（
馬
名
「
芳
野
」）、
倍
賀
村
・
上
穂
積

村
・
郡
村
・
中
河
原
村
（
以
上
、
茨
木
市
）
を
経
て
、
午
後
一
時
六
分
に
耳

（

）

原
村
幣
久
良
山
（「
手
幣
山
」）
の
第
一
御
覧
所
に
着
い
た
。

た
る
ひ
と

よ
し
ひ
さ

こ
れ
に
供
奉
し
た
者
は
、
有
栖
川
熾
仁
親
王
・
北
白
川
能
久
親
王
・
徳
大

さ
ね
つ
ね

さ
ね
と
み

寺
実
則
侍
従
長
・
三
条
実
美
内
大
臣
・
伊
藤
博
文
宮
内
大
臣
・
高
島
鞆
之
助

く
に
み
ち

中
将
・
建
野
郷
三
大
阪
府
知
事
・
北
垣
国
道
京
都
府
知
事
・
山
口
正
定
宮
内

書
記
官
、
広
幡
忠
朝
・
堀
河
康
隆
・
坊
城
俊
章
・
片
岡
利
和
の
侍
従
な
ど
で

（

）

あ
っ
た
。

軍
事
演
習
は
、
天
皇
が
第
一
天
覧
所
（
幣
久
良
山
）
へ
到
着
す
る
と
同
時

に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
は
、
東
軍
が
八
幡
山
（
将
軍
山
）
│
幣
久
良
山

図 明治 20年 2月 16日の天覧軍事演習概略図
※原図は大日本帝國陸地測量部 2万分 1迅速図・仮製図「茨木村」1885年（明治 18）測量 1893年
（明治 26）製版を用い縮尺。
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表 1 茨木での天覧軍事演習の推移（明治 20年 2月）
西軍 東軍（敵）

日時 朝日新聞 大阪日報 朝日新聞 大阪日報
15日夜 一枝隊、太田村着。近傍の要

地を占領。小野原・道祖本村
方面へ向かおうとする

16日
9 : 00

枝隊、牧落村（箕面市）に達
する

13 : 06 演習開始
耳原村字手幣山の第一戦線を
占領

上野村茨木川堤防（天覧所の
近傍）に一枝隊
小銃放ち、西軍に占拠を知ら
せる

道祖本村小丘の半腹に屯す
通路確保のため茨木川堤防を
まず攻撃を試みる
山麓より茨木川支流（勝尾寺
川）堤防の藪中を潜行
途中より一手は福井村の方へ

本道（西国街道）から東軍を
攻撃

一手は右へ分かれて攻撃 物見隊も発砲にて応戦

砲兵は道祖本村小丘半腹から
時々山砲を発し応援

天覧所の北方の八幡山（将軍
山）から大砲を発し声援
一枝隊のため死傷者多く出る
負傷者を担架で宮田村（高槻
市。太田村隣地）の仮設の陸
軍病院へ送る

宿久庄東村方面（福井村方
面）から攻撃

東軍の右翼は宿久庄東村方面
（福井村方面）から敵兵多く
現れ、支えきれず退却

利あらず徐々に退却

第二戦線の高田村（太田村東
隣）まで退き拠点とする

稲荷山（太田村）まで引き揚
げ、胸壁を築き、太田村の西
国街道へ地雷火を伏せ、西軍
の来襲を待つ
安威（八幡山・将軍山）にい
た本軍も到来

14 : 25 天皇、第一天覧所（幣久山）を発つ
14 : 55 天皇、第二天覧所（太田村）に到着

砲兵、本道（西国街道）の通
る耳原村を占領
本軍の砲兵、八幡山（将軍
山）の西端に爆裂薬を敷き爆
発させる

東軍の八幡山（将軍山）の砲
塁を占拠。大砲四門を略奪

八幡山の東軍は逃れ、枝隊に
合流

宿久庄東村から出撃歩兵の二
大隊も進撃して安威村の要地
を占領
東軍を正面および右翼（左翼
か）から包囲
安威川の堤防を占領 設置していた地雷火を連続爆

破させ、後方へ退く
勝敗決し、打ち止めのラッパで演習終了

天皇、仮設病院で医官等の施
療実況を見学

太田村に集合整列して陛下奉
送の礼式を行う

15 : 40 第二天覧所（太田村）を出発

出典 『大阪日報』明治 21年 2月 17日付「対抗演習天覧」、18日付「対抗演習天覧の景況」。『朝日新聞』明治 21年 2月 18日付
「天覧の対抗演習」。

西 島 太 郎
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│
上
野
村
へ
と
南
北
に
展
開
す
る
東
軍
の
第
一
防
御
線
と
、
西
国
街
道
と
の

交
差
点
に
あ
た
る
。
天
皇
は
、
ど
の
よ
う
に
西
軍
が
攻
め
て
く
る
か
と
い
う

東
軍
陣
中
の
視
点
か
ら
演
習
を
眺
め
た
こ
と
に
な
る
。

（

）

実
際
に
天
皇
が
見
た
風
景
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
午
後
一
時
六

分
開
始
）。
東
軍
が
天
覧
所
南
の
上
野
村
の
茨
木
川
堤
防
に
配
置
し
た
一
枝

隊
は
、
時
々
小
銃
を
放
つ
も
、
西
軍
が
す
で
に
要
所
を
占
領
し
て
い
る
事
実

を
知
る
。
西
軍
は
、
西
方
の
道
祖
本
村
の
小
丘
中
腹
に
い
て
、
山
崎
（
大
山

崎
）
の
占
拠
を
目
指
す
が
、
す
で
に
東
軍
に
よ
っ
て
茨
木
川
堤
防
が
占
拠
さ

れ
、
通
路
が
塞
が
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
西
軍
は
、
ま
ず
こ
れ
を
攻
撃
し
て

通
路
を
開
き
、
そ
の
後
、
山
崎
（
大
山
崎
）
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
し
か

し
道
祖
本
村
の
山
麓
か
ら
茨
木
川
堤
防
ま
で
の
間
は
、
一
面
田
野
で
正
面
か

ら
進
む
場
合
、
東
軍
に
狙
撃
さ
れ
る
場
合
を
恐
れ
、
山
麓
か
ら
茨
木
川
支
流

（
勝
尾
寺
川
）
の
堤
防
の
藪
中
を
潜
行
し
て
、
途
中
二
手
に
分
か
れ
、
一
つ

は
左
（
北
方
）
の
福
井
村
の
方
へ
、
も
う
一
つ
は
右
（
南
方
の
西
国
街
道
）

へ
分
か
れ
て
東
軍
を
攻
撃
し
た
。
西
軍
の
砲
兵
は
道
祖
本
村
の
小
丘
中
腹
に

残
っ
て
、
時
々
山
砲
を
発
射
し
て
応
援
し
た
。
東
軍
も
第
一
天
覧
所
北
方
に

あ
る
八
幡
山
（
将
軍
山
）
か
ら
大
砲
を
発
射
し
て
援
護
し
た
。
砲
声
は
天
地

が
崩
れ
る
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。

東
軍
は
わ
ず
か
一
枝
隊
で
あ
っ
た
た
め
勝
ち
目
は
な
く
、
西
軍
は
ま
す
ま

す
破
竹
の
勢
い
で
、
攻
撃
も
差
し
迫
っ
た
も
の
と
な
り
、
多
く
の
死
傷
者
が

出
た
。
そ
こ
で
天
皇
の
い
る
場
所
の
す
ぐ
近
く
、
最
も
見
や
す
い
場
所
へ
控

え
て
い
た
看
護
卒
等
が
負
傷
者
を
担
架
に
乗
せ
て
、
宮
田
村
（
高
槻
市
宮
田

町
。
西
国
街
道
沿
い
に
あ
る
）
に
仮
設
し
た
陸
軍
病
院
へ
運
ん
だ
が
、
そ
の

様
子
は
極
め
て
速
く
巧
み
で
あ
っ
た
。

東
軍
は
ま
す
ま
す
不
利
と
な
り
徐
々
に
退
き
、
敵
を
誘
い
出
し
て
要
所
を

占
拠
し
よ
う
と
計
画
し
、
継
体
天
皇
陵
（
太
田
茶
臼
山
古
墳
）
の
近
く
の
稲

荷
山
（
茨
木
市
太
田
。
太
田
神
社
の
あ
る
太
田
山
）
ま
で
引
き
揚
げ
、
そ
こ

で
工
兵
は
胸
壁
（
背
の
低
い
壁
面
）
を
築
い
た
。
ま
た
西
国
街
道
が
通
る
太

田
村
に
地
雷
を
設
置
し
て
、
西
軍
の
来
襲
を
待
っ
た
。
安
威
（
八
幡
山
・
将

軍
山
）
に
い
た
東
軍
本
隊
（「
本
軍
」）
も
到
達
し
て
合
流
し
た
こ
と
で
、
兵

た
ち
は
奮
起
し
た
。

こ
の
時
の
時
刻
は
、
二
時
二
十
五
分
。
天
皇
は
第
一
天
覧
所
（
幣
久
良

山
）
を
発
ち
、
供
奉
の
者
と
共
に
愛
馬
「
芳
野
」
で
西
国
街
道
を
東
行
し
、

同
五
十
五
分
に
太
田
村
字
稲
荷
山
（
太
田
山
）
に
あ
る
第
二
天
覧
所
に
着
い

た
。
こ
の
場
所
は
、
東
軍
の
第
二
防
御
線
に
あ
た
る
。

西
軍
の
砲
兵
は
、
西
国
街
道
（「
本
道
」）
の
通
る
耳
原
村
を
占
領
し
、
八

幡
山
（
将
軍
山
）
の
西
端
に
爆
裂
薬
を
敷
い
て
爆
発
さ
せ
た
。
西
軍
は
勝
利

と
き

に
乗
じ
て
鬨
の
声
を
あ
げ
、
東
軍
の
八
幡
山
（
将
軍
山
）
の
砲
塁
を
乗
っ
と

り
、
大
砲
四
門
を
略
奪
し
た
。
八
幡
山
（
将
軍
山
）
を
守
る
東
軍
は
逃
れ
、

枝
隊
と
合
流
し
た
。
宿
久
庄
東
村
（
福
井
方
面
）
か
ら
出
撃
し
た
西
軍
の
歩

兵
二
大
隊
も
進
撃
し
て
、
八
幡
山
の
あ
る
安
威
村
の
要
地
を
占
領
し
た
。
さ

ら
に
西
軍
が
安
威
川
の
堤
防
を
占
領
し
た
こ
と
で
、
東
軍
は
退
却
せ
ざ
る
を

得
ず
、
事
前
に
設
置
し
た
地
雷
（「
地
雷
火
」）
を
爆
発
さ
せ
て
後
方
へ
退
い

た
。
大
砲
に
よ
る
応
援
も
効
果
無
く
、
こ
こ
に
勝
敗
は
決
し
演
習
は
終
わ
っ

た
。
天
皇
は
、
仮
設
病
院
で
医
官
な
ど
の
施
療
の
実
況
な
ど
を
見
学
し
、
午

後
三
時
四
十
分
に
第
二
天
覧
所
を
出
発
し
た
。
西
国
街
道
を
東
行
し
、
宮
田

太田村・幣山紀念碑ノート （４８）
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（

）

村
・
氷
室
村
・
郡
家
村
・
芥
川
駅
を
経
て
高
槻
停
車
場
へ
至
っ
た
。

皇
后
は
、
午
後
一
時
五
十
分
に
高
槻
停
車
場
に
着
き
、
花
火
・
曲
芸
・
玉

乗
り
・
田
舎
踊
・
富
田
踊
等
の
催
し
を
観
て
天
皇
を
待
っ
て
い
た
。
高
槻
停

（

）

車
場
に
着
い
た
天
皇
は
、
し
ば
ら
く
休
息
を
と
り
、
午
後
四
時
三
十
分
に
皇

后
と
共
に
汽
車
で
京
都
へ
向
か
っ
た
。
そ
し
て
京
都
を
二
十
二
日
に
発
ち
、

同
日
名
古
屋
に
泊
り
、
翌
二
十
三
日
に
愛
知
県
知
多
郡
長
尾
山
で
陸
海
軍
対

抗
演
習
を
天
覧
し
、
軍
艦
で
横
浜
ま
で
船
中
泊
し
て
翌
二
十
四
日
に
東
京
に

帰
っ
た
。

天
皇
の
演
習
天
覧
に
同
行
し
て
い
た
陸
軍
中
将
の
高
島
鞆
之
助
と
大
阪
府

知
事
の
建
野
郷
三
は
、
高
槻
停
車
場
か
ら
京
都
へ
天
皇
に
供
奉
し
た
が
、
両

（

）

者
と
も
翌
十
七
日
の
午
前
八
時
に
大
阪
に
帰
っ
て
い
る
。
十
七
日
の
午
後

は
、
両
者
と
両
者
の
夫
人
が
主
催
す
る
天
皇
臨
幸
の
祝
宴
（
能
舞
台
で
の

（

）

能
、
食
堂
で
の
立
食
、
花
火
打
ち
上
げ
）
が
大
阪
偕
行
社
で
催
さ
れ
た
。

（
４
）
地
域
住
民
の
関
り

『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
一
月
二
十
三
日
付
「
大
阪
彙
聞
」
に
よ
れ
ば
、

な
か
ば

島
下
郡
福
井
村
（
茨
木
市
福
井
）
の
「
豪
農
」
高
木
半
（
一
八
二
七
〜
一
九

ち
ゅ
う
れ
ん

一
三
頃
）
が
、
天
皇
の
大
阪
駐
輦
中
に
能
・
狂
言
を
天
覧
に
供
し
た
い
旨
を

大
坂
府
庁
へ
出
願
し
た
。
大
阪
府
庁
は
京
都
府
に
あ
る
「
御
巡
幸
掛
」
へ
願

書
を
提
出
し
た
。
高
木
家
は
江
戸
時
代
に
高
槻
藩
か
ら
郷
士
・
代
官
格
と
な

っ
た
家
で
、
半
自
身
は
安
威
村
の
疎
水
を
開
い
て
船
に
よ
る
輸
送
を
試
み
た

地
元
の
名
士
で
あ
る
。
島
上
・
島
下
両
郡
の
代
表
と
し
て
大
阪
府
会
議
員
も

務
め
た
。
ま
た
新
能
楽
を
数
多
く
編
纂
し
た
能
楽
改
正
論
者
で
、
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
時
に
は
す
で
に
そ
の
持
論
を
持
っ
て
い
た
。
大
西
鑑
一
郎

の
素
人
弟
子
で
観
世
宗
家
と
交
流
を
持
っ
た
。
同
十
九
年
に
老
齢
を
理
由
に

職
を
辞
し
た
。
同
二
十
一
年
に
『
板
敷
山
』
を
刊
行
し
、「
関
西
の
観
世
流

（

）

で
准
所
演
曲
扱
い
」
と
な
っ
た
。
半
の
願
書
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
、
大
阪
偕
行
社
内
に
新
築
さ
れ
た
能
舞
台
で
の
実
際
の
上
演
は
、
師
匠
の

（

）

大
西
鑑
一
郎
が
そ
の
一
人
に
選
ば
れ
て
い
る
。
隠
居
後
の
時
期
は
不
明
な
が

ら
、
新
能
楽
を
論
じ
た
「
能
楽
評
論
」
を
半
は
宮
内
庁
へ
献
納
し
天
覧
と
な

っ
た
。

一
月
下
旬
に
は
、
天
皇
が
通
る
道
路
の
修
繕
を
、
大
阪
府
庁
か
ら
各
郡
役

（

）

所
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
二
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
茨
木
地
方
」
の

天
覧
軍
事
演
習
で
、
天
皇
が
通
る
道
路
を
修
繕
す
る
た
め
、
二
日
に
西
成
郡

（

）

役
所
土
木
課
の
者
が
派
遣
さ
れ
、
四
日
に
終
了
し
た
。
四
日
に
は
大
阪
府
行

（

）

幸
啓
掛
の
数
人
が
茨
木
へ
出
向
い
た
が
、
同
日
正
午
に
天
皇
の
京
都
出
立
日

延
引
が
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
太
田
村
で
の
演
習
天
覧
の
際
は
、
場
所
が
狭
い

た
め
（「
地
所
の
狭
隘
」）
人
々
が
自
由
に
見
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
筈
だ
と

（

）

新
聞
は
報
じ
て
い
る
。

十
六
日
の
演
習
当
日
、
多
く
の
人
が
見
学
に
行
こ
う
と
し
て
、
梅
田
停
車

（

）

場
は
非
常
に
混
み
合
い
、
茨
木
停
車
場
で
は
現
地
の
人
々
が
「
麗
し
き

天

顔
を
拝
せ
ん
」
と
し
て
、
停
車
場
よ
り
道
筋
な
ど
に
「
充
満
」
し
た
。
こ
の

混
雑
を
、
大
阪
か
ら
出
張
し
て
き
た
三
百
余
人
の
警
部
・
巡
査
が
制
御
し

た
。
停
車
場
か
ら
第
一
天
覧
所
（
幣
久
良
山
）
ま
で
の
道
筋
に
は
、
松
樹
を

並
べ
て
植
え
、
人
々
は
両
側
に
並
ん
で
出
迎
え
た
。
し
か
し
天
皇
の
供
奉
す

る
官
吏
が
少
な
く
、
誰
一
人
、
天
皇
だ
と
思
い
拝
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。

西 島 太 郎
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「
今
の
は
先
払
い
で
天
子
様
は
後
か
ら
お
出
で
に
な
る
」
と
通
過
後
も
立
ち

（

）

並
ん
で
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
覧
演
習
の
際
に
天
皇
が
用
い
る
水
（「
御
料
水
」）
は
、「
茨
木
第
一
天

覧
所
」（
幣
久
良
山
）
は
、「
島
下
郡
西
上
野
村
字
釜
谷
ト
唱
野
井
戸
」
が
用

い
ら
れ
た
。「
仝
第
二
天
覧
所
」（
太
田
村
字
稲
荷
山
）
で
は
、「
同
太
田
村

（

）

高
田
寺
田
善
五
郎
井
水
」
を
使
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
太
田
村
の
高
田
地

区
の
寺
田
家
の
井
水
で
、
寺
田
善
五
郎
は
後
に
太
田
村
紀
念
碑
発
起
人
の
一

人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
、
大
阪
の
第
三
高
等
中
学
校
（
前
年
設
立
）、
尋
常
師
範
・
中
学

の
両
校
、
平
安
学
校
等
の
生
徒
数
百
人
が
、
福
井
村
の
山
上
か
ら
見
学
し

じ
ゅ
う
そ
う

（

）

た
。
と
く
に
尋
常
師
範
学
校
の
生
徒
四
十
人
は
戎
装
（
軍
装
）
だ
っ
た
。

天
皇
が
通
る
高
槻
停
車
場
直
前
の
芥
川
町
（
高
槻
市
）
の
両
端
に
は
、
緑

門
が
設
け
ら
れ
、
数
千
の
球
灯
が
吊
る
さ
れ
た
。
皇
后
が
待
機
す
る
高
槻
停

車
場
で
は
、
慰
撫
す
る
た
め
に
数
百
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
町
内
十
二
歳

前
後
の
少
女
百
余
人
が
白
色
の
裾
模
様
の
そ
ろ
い
の
衣
装
を
着
て
盆
踊
り
を

し
、
ま
た
現
地
有
志
の
者
に
よ
り
小
澤
秀
寿
の
球
乗
芸
が
披
露
さ
れ
た
。
市

中
は
国
旗
を
掲
げ
、
日
章
の
提
灯
を
吊
る
し
、
大
阪
市
中
と
変
わ
ら
な
か
っ

（

）

た
。
ま
た
天
皇
が
去
っ
た
後
も
、
昼
夜
謳
歌
し
て
万
歳
で
祝
し
た
。

第
三
章

太
田
村
・
幣
山
紀
念
碑
の
建
造

（
１
）
立
て
続
け
の
軍
事
演
習
地

天
覧
演
習
か
ら
一
か
月
後
の
三
月
十
六
・
十
七
両
日
、
大
阪
鎮
台
の
歩
兵

第
二
十
連
隊
の
第
一
大
隊
が
小
野
原
村
、
第
二
大
隊
が
道
祖
本
村
で
夜
営

し
、
近
傍
の
適
地
で
軍
事
演
習
（「
不
期
対
抗
運
動
」）
が
行
わ
れ
る
予
定
で

（

）

あ
る
と
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
ま
た
四
月
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
茨
木
小

学
校
を
「
仮
講
堂
」
と
し
て
、
御
雇
外
国
人
メ
ッ
ケ
ル
少
佐
率
い
る
陸
軍
の

「
参
謀
旅
行
演
習
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
実
際
の
部
隊
を
動
か
さ
な
い
図

（

）

上
演
習
で
あ
っ
た
。
メ
ッ
ケ
ル
少
佐
は
、
陸
軍
の
軍
制
を
フ
ラ
ン
ス
式
か
ら

プ
ロ
シ
ア
式
へ
の
改
変
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
陸
軍
の
演
習
が
、
天
覧
軍
事
演
習
を
挟
み
立
て
続
け
に
茨
木
地
方

で
計
画
・
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
建
碑
へ
の
動
き

く
も
み
ざ
か

現
在
、
茨
木
市
太
田
に
は
、
西
国
街
道
の
雲
見
坂
途
中
を
北
へ
折
れ
て
入

る
太
田
神
社
参
道
途
中
（
稲
荷
山
・
茶
臼
山
・
宮
の
前
）
に
太
田
村
紀
念
碑

（
茨
木
市
太
田
三
丁
目
一
二
）
が
あ
る
。
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
六
八
・
五
セ
ン

チ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
二
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
中
央
二
〇
セ
ン
チ
、
下
部
一
四
セ

ン
チ
で
、
表
面
中
央
に
縦
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
の
掘

り
込
ん
だ
面
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
断
裁
面
に
直
接
文
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
住
宅
地
の
一
角
に
あ
り
、
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
て
柵
内
に

入
ら
な
け
れ
ば
裏
面
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

天
覧
軍
事
演
習
か
ら
二
か
月
半
後
に
作
成
さ
れ
た
「
御
天
覧
所
碑
石
寄
付

人
名
簿
」（
史
料
１
）
か
ら
は
、
紀
念
碑
設
置
の
動
き
が
明
ら
か
と
な
る
。

（

）

【
史
料
１
】
御
天
覧
所
碑
石
寄
付
人
名
簿

（
表
紙
）「
明
治
二
十
年
第
五
月
／
第
拾
号
／
御
天
覧
所
／
碑
石
寄
附
人

太田村・幣山紀念碑ノート （５０）
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名
簿
／
島
下
郡
太
田
村
（
印
「
摂
津
国
／
嶋
下
郡
／
太
田

村
」）」

太
田
村
紀
念
碑

（
マ
マ
）

田
野
前
開
、
郊
原
後
擁
、
太
田
之
邑
、
地
勢
要
衝
、
兵
以
可
用
也
、
明

治
弐
拾
年
弐
月
十
六
日
、
車
駕
西
幸
、
親
閲
兵
於
此
、
對
抗
有
法
、
旌

旗
整
粛
、
天
顔
有
喜
、
咫
尺
之
間
、
邑
人
得
拝
之
、
茲
銘
石
而
、
永
顕

其
址
、
銘
曰

（
来
）

桓
桓
部
伍

如
貔
如
虎

言
末
耀
武

粛
粛
金
鼓

（
烝
）

（
率
）

亟
民
維
撫

安
此
九
土

徳
遍
卒
普

神
武
復
古

明
治
丁
亥
五
月

日
柳
政
愬

謹
撰

島
下
郡
太
田
村

字
太
田
山
ヱ
明
治
弐
拾
年
弐
月
十
六
日

聖
上
御
臨
幸
之
際
、
第
弐
演
習
御
天
覧
所
ト
相
成
リ
、
村
民
幸
栄
是
ニ

過
ギ
ン
、
依
テ
今
般
広
ク
有
志
ヲ
募
リ
、
其
地
碑
石
ヲ
設
置
シ
、
永
々

後
世
ニ
伝
ヘ
ン
ト
欲
ス
、
諸
君
幸
ニ
此
之
意
ヲ
諒
シ
、
相
当
之
献
金
ア

ラ
ン
事
希
望
ス
矣
、

右
者
有
発
起
人

明
治
弐
拾
年
第
五
月

吉
田
勘
右
衛
門

北
川
与
左
衛
門
（
印
）

斎
藤
半
兵
衛
（
印
）

中
村
文
五
郎
（
印
）

平
野
治
兵
衛
（
印
）

太
田
善
左
衛
門
（
印
）

北
川
綱
太
郎
（
印
）

北
川
平
左
衛
門
（
印
）

西
村
兵
二
郎
（
印
）

齊
藤
徳
松
（
印
）

三
島
清
七
（
印
）

石
碑
建
立
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
斎
藤
半
兵
衛
家
に
残
さ
れ
た
史
料

で
、
竪
帳
の
表
紙
に
「
摂
津
国
／
嶋
下
郡
／
太
田
村
」
の
印
が
捺
し
て
あ
り
、

発
起
人
を
中
心
に
村
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
文
字
は
二
丁
表
ま
で
残
り
四
丁

分
が
白
紙
で
あ
り
、
発
起
人
の
追
加
を
想
定
し
た
作
り
と
な
っ
て
い
る
。

く
さ
な
ぎ
ま
さ
の
ぶ

前
半
が
、
後
に
紀
念
碑
表
面
に
刻
ま
れ
る
日
柳
政
愬
（
三
舟
・
一
八
三
九

〜
一
九
〇
三
）
の
文
章
で
、
後
半
が
発
起
人
ら
の
署
名
お
よ
び
建
碑
趣
旨
で

あ
る
。
前
半
の
文
章
は
、
紀
念
碑
表
面
の
文
章
と
同
一
で
あ
り
、
す
で
に
明

治
二
十
年
五
月
の
寄
付
を
呼
び
か
け
る
段
階
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
日
柳

え
ん
せ
き

政
愬
は
教
育
者
で
あ
り
、
そ
の
父
燕
石
は
讃
岐
（
香
川
県
）
の
勤
皇
博
徒
で

漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
政
愬
は
少
年
期
か
ら
詩
を
作
り
、
明
治
二
年
に
高
松

で
兵
部
史
生
、
同
五
年
に
大
坂
府
大
属
と
な
り
、
学
務
課
長
を
務
め
た
。
数

十
の
学
校
を
創
設
し
、
同
十
二
年
に
大
阪
師
範
学
校
校
長
を
兼
ね
る
が
翌
年

辞
職
し
た
。
そ
の
後
、
盲
唖
学
校
愛
育
社
を
創
り
、
ま
た
「
浪
速
文
会
」
を

設
立
し
教
科
書
の
改
訂
を
行
っ
た
。
大
阪
の
桃
谷
（
大
阪
市
生
野
区
）
に
居

（

）

住
し
、
詩
を
詠
み
書
物
を
著
し
た
。
寄
付
人
名
簿
の
文
章
は
、
政
愬
四
十
九

歳
時
の
も
の
で
、
発
起
人
が
建
碑
を
想
定
し
て
依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
寄
付
人
の
呼
び
か
け
に
あ
た
り
、
発
起
人
達
は
用
意
周
到
に
準
備
し
て
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い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

政
愬
が
書
い
た
前
半
部
分
の
意
味
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。

太
田
村
の
紀
念
碑
。
前
方
に
田
野
が
開
か
れ
、
後
方
に
原
野
を
擁
す
る

太
田
村
の
地
勢
は
要
衝
の
地
で
あ
り
、
軍
事
演
習
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
明
治
二
十
年
二
月
十
六
日
に
明
治
天
皇
は
西
方
へ
赴
か
れ
、
親
し

く
こ
の
地
で
閲
兵
さ
れ
た
。
対
抗
軍
事
演
習
は
手
本
と
な
る
も
の
で
、

旗
は
整
い
厳
か
で
あ
る
。
天
皇
の
顔
に
は
喜
び
が
あ
り
、
拝
謁
の
時
間

に
村
人
は
天
皇
に
拝
謁
し
た
。
こ
こ
に
石
に
銘
文
を
刻
み
、
永
遠
に
そ

の
址
を
顕
彰
す
る
。
銘
文
は
以
下
の
と
お
り
。

ひ

強
く
勇
ま
し
い
部
隊
は
、
猛
獣
の
貔
の
よ
う
で
あ
り
、
虎
の
よ
う

で
も
あ
る
。
古
く
か
ら
の
続
く
武
威
を
輝
か
し
、
戦
陣
で
用
い
る

じ
ん
が
ね

陣
鉦
と
陣
太
鼓
は
厳
か
で
あ
る
。
万
民
を
な
だ
め
、
全
土
は
安
泰

で
あ
り
、
天
皇
の
徳
が
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
る
。
こ
れ
は
神
武
天

皇
の
創
業
の
始
め
に
立
ち
返
る
復
古
で
あ
る
。

政
愬
は
、
太
田
村
の
地
勢
は
要
衝
で
軍
事
演
習
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
、
演
習
は
手
本
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
演
習
を
天
覧
さ
れ
た
こ
と
、
村
民

は
明
治
天
皇
に
拝
謁
を
許
さ
れ
、
そ
の
天
皇
の
顔
に
は
喜
び
が
あ
っ
た
こ

と
、
碑
文
を
作
り
、
そ
の
場
所
を
永
遠
に
顕
彰
す
る
こ
と
を
記
し
、
そ
の
よ

う
な
天
皇
の
行
動
は
、
そ
の
徳
を
行
き
渡
ら
せ
る
、
神
武
天
皇
の
創
業
の
始

ま
り
に
立
ち
返
る
復
古
だ
と
評
し
た
。

発
起
人
の
十
一
名
は
皆
、
現
在
も
太
田
地
区
に
名
字
が
見
え
る
家
名
で
、

太
田
村
の
住
人
を
主
に
し
て
建
碑
が
計
画
さ
れ
た
。
寄
付
の
呼
び
か
け
段
階

で
は
「
五
月
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
碑
面
は
「
八
月
」
と
な
っ
て
い

る
。
明
治
二
十
年
五
月
時
点
の
発
起
人
は
十
一
人
で
あ
る
が
、
実
際
の
碑
面

で
は
十
八
人
で
あ
る
の
で
、
最
終
的
に
発
起
人
が
十
八
人
に
な
っ
た
時
点
が

八
月
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
発
起
人
の
最
初
に
名
前
の
あ
る
吉
田
勘
右
衛

門
は
、
太
田
村
・
耳
原
村
を
含
む
近
隣
六
か
村
（
河
原
・
西
河
原
・
耳
原
・

（

）

太
田
・
三
島
・
郡
の
各
村
）
の
戸
長
で
、
幣
山
紀
念
碑
の
発
起
人
の
一
人
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
碑
運
動
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
寄
付
人
名
簿
後
半
の
発
起
人
達
に
よ
る
寄
付
呼
び
か
け
の
文
意

は
、
次
の
様
に
な
る
。

太
田
山
へ
、
明
治
二
十
年
二
月
十
六
日
に
明
治
天
皇
が
臨
幸
さ
れ
、
第

弐
演
習
天
覧
所
と
な
り
、
太
田
村
民
は
光
栄
で
あ
る
。
よ
っ
て
今
、
広

く
有
志
を
募
っ
て
そ
の
場
に
石
碑
を
設
置
し
、
永
く
後
世
に
伝
え
た

い
。
そ
の
意
味
を
理
解
し
献
金
を
希
望
す
る
。

建
碑
は
、
幣
久
良
山
に
続
い
て
二
つ
目
の
演
習
天
覧
所
と
な
っ
た
こ
と

は
、「
村
民
幸
栄
是
ニ
過
ギ
ン
」
と
し
て
、
有
志
を
募
り
、
同
地
に
石
碑
を

設
置
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
３
）
太
田
村
紀
念
碑

で
は
実
際
の
碑
文
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
碑
文
は
石
碑
の
表
裏
に
次
の
よ

う
に
記
す
。
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【
史
料
２
】
太
田
村
紀
念
碑
文

（
表
面
）

（
上
部
横
書
）

「
和
風
扇
物
」

太
田
村
紀
念
碑

田
野
前
開
、
郊
原
後
擁
、
太
田
之
邑
、
地
勢
要
衝
、
兵
可
以
用
也
、
明
治
二

（
せ
い
き
）

十
年
二
月
十
六
日

車
駕
西
幸
、

親
閲
兵
於
此
、
對
抗
有
法
、
旌
旗

（
し
せ
き
）

整
粛
、
天
顔
有
喜
、
咫
尺
之
間
、
邑
人
得
拝
之
、
茲
銘
石
而
、
永
顕
其
址
、

銘
曰

桓
桓
部
伍

如
貔
如
虎

言
来
耀
武

粛
粛
金
鼓

烝
民
維
撫

安
此
九
土

徳
遍
率
普

神
武
復
古

明
治
二
十
年
歳
在
丁
亥
八
月

日
柳
政
愬
謹
撰

大
阪
府
知
事
従
四
位
建
野
郷
三
篆
額

山
田
孝
三
郎
拝
書

（
裏
面
）

（
一
・
二
段
目
）

建
碑
賛
成

司
令
官
陸
軍
中
将
子
爵

高
島
鞆
之
助

旅
団
長
陸
軍
少
将

今
井
兼
利

岡
沢
精

参
謀
長
陸
軍
大
佐

明
治
廿
一
年
四
月
廿
日

山
根
信
成

連
隊
長
陸
軍
中
佐

（
義
芳
）

矢
上
芳
義

伊
瀨
地
好
成

島
上下
郡
長
廣
瀨
直
澂

元
仝
郡
長
白
石
純
治

警
部

佐
野
之
行

仝

稲
山
小
長
男

（
三
・
四
段
目
）

発
起

有
志

吉
田
勘
右
エ
門

長
屋
景
章

西
田
善
五
郎

好
田
吉
右
ヱ
門

虎
谷
幾
三
郎

阪
田
吉
郎

北
川
与
左
ヱ
門

中
村
新
三
郎

中
村
文
五
郎

田
宮
仁
兵
衛

北
川
平
左
ヱ
門

好
田
幸
助

平
野
治
兵
衛

宮
崎
重
治
郎

（
二
）

西
村
兵
治
郎

大
西
利
三
郎

齋
藤
半
兵
衛

鶉
野
恭
治
郎

齋
藤
徳
松

三
宅
知
道

中
村
徳
兵
衛

建
部
喜
平

北
川
九
右
ヱ
門

石
田
米
吉

太
田
善
左
ヱ
門

石
田
与
一
郎

寺
田
善
五
郎

新
宮
徳
兵
ヱ
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三
島
清
七

地
主

中
村
惣
七

北
川
綱
太
郎

吉
井
又
兵
衛

石
工

太
田
得
成
書

島
利
助

表
面
の
日
柳
政
愬
の
文
章
は
、
前
年
五
月
の
「
碑
石
寄
附
人
名
簿
」
作
成

段
階
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
日
付
が
五
月
か
ら
八
月
に
な
っ
て
い
る
点
は

前
に
述
べ
た
。

そ
の
他
、
上
部
横
書
き
の
「
和
風
扇
物
」
は
、
大
阪
府
知
事
の
建
野
郷
三

あ
お

に
よ
る
篆
額
で
あ
る
。「
和
風
扇
物
」
は
、「
和
風
、
物
を
扇
ぐ
」
と
読
む
。

日
本
の
現
存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』（
七
五
一
年
成
立
。
撰
者
未
詳
）

ふ
さ
さ
き

に
藤
原
総
前
が
詠
ん
だ
「
侍
宴
」（
宴
に
侍
る
）
の
一
節
に
「
斜
暉
照
蘭
麗
、

和
風
扇
物
新
」（
斜
暉
蘭
を
照
ら
し
て
麗
わ
し
く
、
和
風
物
を
扇
い
で
新
し
）

（

）

と
あ
り
、
こ
の
一
節
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
和
風
」
は
「
和

や
か
な
そ
よ
風
」、「
扇
物
」
は
「
物
を
揺
れ
動
か
す
」
の
意
な
の
で
、
文
意

は
「
和
や
か
な
そ
よ
風
が
物
を
揺
れ
動
か
す
」
と
な
る
。

り
ょ
う
こ

碑
表
面
の
書
を
揮
毫
し
た
「
山
田
孝
三
郎
」
は
、
菱
湖
流
と
呼
ば
れ
た

ま
き

端
正
で
明
快
な
書
風
の
書
家
で
あ
る
巻
菱
湖
（
一
七
七
七
〜
一
八
四
三
）
の

指
導
を
受
け
た
、
越
後
の
原
脩
斎
の
門
人
で
あ
る
。
孝
三
郎
は
原
脩
斎
墓
碑

（

）

の
文
字
を
揮
毫
し
て
い
る
。

碑
文
表
面
に
は
、
教
育
者
で
詩
文
に
優
れ
た
日
柳
政
愬
、
書
家
巻
菱
湖
の

流
れ
を
く
む
山
田
孝
三
郎
、
篆
書
体
で
大
阪
府
知
事
選
定
の
語
句
を
記
す
こ

と
で
格
調
高
い
も
の
し
て
い
る
。

表
面
に
対
し
て
裏
面
に
は
、「
建
碑
賛
成
」「
発
起
」「
有
志
」「
地
主
」

「
石
工
」
ら
四
十
五
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
建
碑
賛
成
」
は
、
天
覧
軍
事
演
習
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
で
、
司
令
官
陸

軍
中
将
の
高
島
鞆
之
助
を
筆
頭
に
、
演
習
の
指
揮
を
執
っ
た
旅
団
長
陸
軍
少

（

）

将
の
今
井
兼
利
（
歩
兵
第
七
旅
団
長
）
に
岡
沢
精
（
歩
兵
第
八
旅
団
長
・
姫

路
営
所
司
令
官
）、
参
謀
長
の
山
根
信
成
（
大
阪
鎮
台
参
謀
部
参
謀
長
）、
連

隊
長
の
矢
上
義
芳
（
歩
兵
第
八
旅
団
歩
兵
第
二
十
連
隊
長
）・
伊
瀨
地
好
成

（
歩
兵
第
七
旅
団
歩
兵
第
八
連
隊
長
）、
島
上
・
下
郡
長
、
元
同
郡
長
、
警
部

（

）

（
佐
野
は
天
王
寺
警
察
署
長
。
稲
山
は
茨
木
警
察
署
長
）
ら
十
人
で
あ
る
。

発
起
人
は
吉
田
勘
右
衛
門
を
含
め
十
七
人
で
あ
る
が
、「
地
主
」
に
分
類

さ
れ
る
北
川
綱
太
郎
も
、
前
年
五
月
の
発
起
人
名
簿
（「
御
天
覧
所
碑
寄
付

人
名
簿
」）
に
発
起
人
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
計
十
八
人
と
な
る
。
地

主
を
含
め
た
発
起
人
十
八
人
は
、
耳
原
村
の
虎
谷
を
除
き
、
み
な
太
田
地
区

（

）

に
そ
の
家
名
が
現
在
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
有
志
人
」
は
十
四

人
で
あ
る
。
う
ち
長
屋
景
章
・
中
村
新
三
郎
・
大
西
利
三
郎
の
三
人
は
幣
山

紀
念
碑
の
発
起
人
と
な
っ
て
お
り
、
幣
山
紀
念
碑
の
発
起
人
の
三
人
が
太
田

村
紀
念
碑
で
は
有
志
人
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

裏
面
の
揮
毫
者
の
太
田
得
成
は
不
明
で
あ
る
。

石
碑
を
造
っ
た
「
石
工

島
利
助
」
は
、
大
阪
城
下
の
石
工
が
多
く
い
た

（

）

西
横
堀
の
「
樋
口
屋
」
を
屋
号
に
も
つ
「
利
助
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
島
」

は
明
治
以
降
の
名
字
と
み
ら
れ
る
。「
樋
口
屋
」
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
見

え
、
造
立
し
た
狛
犬
の
形
式
か
ら
は
、
備
前
国
か
ら
の
目
新
し
い
型
を
取
り

入
れ
た
新
興
派
と
呼
ば
れ
る
一
派
で
、「
デ
ッ
サ
ン
も
技
巧
も
し
っ
か
り
し
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写真 1 太田村紀念碑

表面 側面 裏面 文字部分

表面 篆額および山田孝三郎の文字 裏面 太田得成の文字

西 島 太 郎
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写真 2 幣山紀念碑

表面 側面 裏面 文字部分

表面 篆額および山田孝三郎の文字 裏面 吉田重太郎の文字
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（

）

て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
る
石
工
で
あ
っ
た
。

日
付
は
明
治
二
十
一
年
四
月
二
十
日
で
、
実
際
の
建
碑
式
は
一
か
月
遅
れ

の
五
月
二
十
七
日
だ
っ
た
。

（
４
）
幣
山
紀
念
碑

次
に
幣
久
良
山
の
頂
（
第
一
天
覧
所
）
に
設
置
さ
れ
た
「
幣
山
紀
念
碑
」

（
茨
木
市
耳
原
三
丁
目
耳
原
公
園
内
）
に
つ
い
て
み
る
。
碑
の
大
き
さ
は
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
一
セ
ン
チ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
五
一
セ
ン
チ
（
下
部
の
最
大

部
）、
厚
さ
二
五
セ
ン
チ
（
最
も
薄
い
部
分
で
一
二
セ
ン
チ
）
で
、
表
面
中

央
に
縦
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
の
掘
り
込
ん
だ
面
に
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
面
の
下
部
に
は
断
裁
面
に
直
接
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
現
在
、
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

碑
文
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

【
史
料
３
】
幣
山
紀
念
碑
文

（
表
面
）

（
上
部
横
書
）

「
神
行
化
馳
」

幣
山
紀
念
碑

（
ち
ゅ
う
ひ
つ
）

明
治
二
十
年

車
駕
西
幸
、
二
月
十
六
日
駐
蹕
于
此
地
、

親
覧

近
畿
鎮
台
兵
対
抗
運
動
、
此
地
西
北
負
山
、
東
南
沃
野
相
連
、
可
下
瞰

六
州
之
山
、
実
為
用
兵
之
要
地
矣
、
地
之
父
老
栄
之
、
相
謀
作
碑
、
銘
以

（
ち
ょ
く
）

永
存
、
遺
躅
於
不
朽
、
銘
曰
、

治
不
忘
乱

相
地
閲
兵

我
武
維
揚

威
震
八
紘

表 2 建碑関係者一覧
太田村紀念碑 幣山紀念碑

（表面） （3人） （表面） （3人）
撰者 日柳政愬 撰者 日柳政愬
篆額 建野郷三 篆額 建野郷三
書 山田孝三郎 書 山田孝三郎
（裏面） （44人） （裏面） （40人）
建碑賛成 高島鞆之助 建碑賛成 高嶋鞆之助
（10人） 今井兼利 （9人） 今井兼利

岡沢精 岡沢精
山根信成 山根信成
矢上芳義 矢上芳義
伊瀨地好成 伊瀨地好成
廣瀨直澂 廣瀨直澂
白石純治 白石純治
佐野之行 稲山小長男
稲山小長男 発起 吉田勘右ヱ門

発起 吉田勘右エ門 （11人） 長屋景章
（17人） 西田善五郎 中村新三郎

虎谷幾三郎 畑間道彦
北川与左ヱ門 塩田清次郎
中村文五郎 奥埜勘蔵
北川平左ヱ門 井上庄蔵
平野治兵衛 辰見治一
西村兵治郎 北川与左ヱ門
齋藤半兵衛 西田善五郎
齋藤徳松 大西利三郎
中村徳兵衛 地主兼発起人 虎谷幾三郎
北川九右ヱ門 （9人） 平田文治
太田善左ヱ門 虎谷弁蔵
寺田善五郎 小林勘治
三島清七 久保田重太郎
中村惣七 虎谷理吉
吉井又兵衛 波田野安次郎

有志 長屋景章 虎谷宙太郎
（14人） 好田吉右ヱ門 小林定次郎

阪田吉郎 有志人 永井仙助
中村新三郎 （8人） 辻忠右ヱ門
田宮仁兵衛 一色市右ヱ門
好田幸助 政岡徳兵エ
宮崎重治郎 市川竹蔵
大西利三郎 奥野徳右ヱ門
鶉野恭治郎 野口好太郎
三宅知道 長沢大次郎
建部喜平 書 吉田重太郎
石田米吉 石工 島利介
石田与一郎 手伝 森川伊介
新宮徳兵ヱ

地主 北川綱太郎
書 太田得成
石工 島利助

※ゴシック体は太田村紀念碑・幣山紀念碑の双方記載者。
下線は「御天覧所碑寄付人名簿」記載者。

西 島 太 郎
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（
か
け
ず
）

不
騫
不
崩

斯
山
斯
岡

聖
寿
万
年

永
思
無
彊

明
治
二
十
年
歳
在
丁
亥
八
月

日
柳
政
愬
謹
撰

大
阪
府
知
事
従
四
位
建
野
郷
三
篆
額

山
田
孝
三
郎
拝
書

（
裏
面
）

建
碑
賛
成

発
起

司
令
官
陸
軍
中
将
子
爵

吉
田
勘
右
ヱ
門

小
林
勘
治

（
島
）

高
嶋
鞆
之
助

長
屋
景
章

久
保
田
重
太
郎

旅
団
長
陸
軍
少
将

中
村
新
三
郎

虎
谷
理
吉

今
井
兼
利

畑
間
道
彦

波
田
野
安
次
郎

岡
沢
精

塩
田
清
次
郎

虎
谷
宙
太
郎

参
謀
長
陸
軍
大
佐

奥
埜
勘
蔵

小
林
定
次
郎

山
根
信
成

井
上
庄
蔵

有
志
人

連
隊
長
陸
軍
中
佐

辰
見
治
一

永
井
仙
助

（
義
芳
）

矢
上
芳
義

北
川
与
左
ヱ
門

辻
忠
右
ヱ
門

伊
瀨
地
好
成

西
田
善
五
郎

一
色
市
右
ヱ
門

石
工

島
上下
郡
長
廣
瀨
直
澂

大
西
利
三
郎

政
岡
徳
兵
エ

島
利
介

元
同
郡
長
白
石
純
治

地
主
兼
発
起
人

市
川
竹
蔵

手
伝

警
部

稲
山
小
長
男

虎
谷
幾
三
郎

奥
野
徳
右
ヱ
門

森
川
伊
介

原
田
村

平
田
文
治

野
口
好
太
郎

丹
州

虎
谷
弁
蔵

長
沢
大
次
郎

明
治
二
十
一
年
四
月
廿
日
建
之

吉
田
重
太
郎
書

表
面
は
明
治
二
十
年
八
月
付
の
日
柳
政
愬
の
文
章
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
太

田
村
紀
念
碑
と
同
じ
く
寄
付
金
募
集
段
階
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

上
部
の
篆
額
は
、
太
田
村
紀
念
碑
と
同
じ
く
大
阪
府
知
事
の
建
野
郷
三
の

も
の
で
、
こ
ち
ら
は
「
神
行
化
馳
」
と
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
篆
書
「
神
行
化

さ
い
い
ん

馳
」
は
、
後
漢
の
崔

（
？
〜
九
二
年
）
が
元
和
二
年
（
八
五
年
）
に
編
纂

す
い
き
ょ
う
ぼ
く
ぼ
く

か

ち

し
た
『
北
巡
頌
』
の
一
節
「
垂
拱
穆
穆
、
神
行
化
馳
」
に
よ
る
。「
垂
拱
穆

穆
」
は
「
天
下
が
良
く
治
ま
り
平
穏
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
神
行
」

は
「
天
子
の
行
幸
」、「
化
馳
」
は
「
徳
化
が
速
や
か
に
及
ぶ
」
こ
と
で
あ

（

）る。
幣
山
紀
念
碑
の
場
合
、「
明
治
天
皇
の
行
幸
が
、
そ
の
徳
を
人
々
に
広

め
た
」
と
な
る
。

碑
文
を
揮
毫
し
た
の
は
、
太
田
村
紀
念
碑
と
同
じ
く
山
田
孝
三
郎
で
あ

る
。日

柳
政
愬
が
作
成
し
た
碑
文
の
意
味
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
二
十
年
に
明
治
天
皇
は
西
方
へ
赴
か
れ
、
こ
の
地
に
一
時
止
ま

り
、
近
畿
鎮
台
兵
の
軍
事
演
習
（「
対
抗
運
動
」）
を
御
覧
に
な
ら
れ

た
。
こ
の
地
の
西
北
に
は
山
が
あ
り
、
東
南
に
は
肥
沃
な
田
野
が
連
な

る
。（
近
畿
）
六
州
の
山
を
俯
瞰
で
き
る
。
実
に
演
習
に
ふ
さ
わ
し
い

要
地
で
あ
る
。
土
地
の
老
人
は
栄
誉
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
碑
を
作
る

計
画
を
立
て
、
銘
文
に
よ
り
永
く
伝
え
、
そ
の
足
跡
を
遺
す
。
銘
文
は

以
下
の
と
お
り
。

世
の
中
が
良
く
治
ま
っ
て
平
和
な
時
で
も
、
常
に
乱
世
に
な
っ
た

（

）

時
を
考
え
て
準
備
し
て
お
く
。
相
応
の
地
で
閲
兵
す
る
。
わ
が
武

太田村・幣山紀念碑ノート （５８）
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（

）

（

）

威
は
発
揚
し
、
国
の
隅
々
ま
で
震
わ
す
。
欠
け
る
こ
と
な
く
崩
れ

（

）

る
こ
と
な
く
、
こ
の
山
こ
の
岡
、
天
子
の
長
寿
を
願
い
、
永
遠
を

思
う
。

政
愬
は
、
こ
の
地
が
軍
事
演
習
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
る
こ
と
、
演
習
の

天
覧
が
あ
っ
た
こ
と
、「
土
地
の
老
人
は
栄
誉
な
こ
と
」
だ
と
し
て
碑
を
建

て
、
銘
文
に
よ
り
永
く
伝
え
そ
の
足
跡
を
残
す
こ
と
、
平
和
な
時
で
も
常
に

世
が
乱
れ
た
時
を
考
え
準
備
す
る
こ
と
、
そ
し
て
天
皇
の
長
寿
を
願
う
文
章

を
寄
せ
て
い
る
。

裏
面
に
は
、「
建
碑
賛
成
」「
発
起
」「
地
主
兼
発
起
人
」「
有
志
人
」「
石

工
」
ら
四
十
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
建
碑
賛
成
」
は
、
天
覧
軍
事
演
習
に
関
わ
っ
た
司
令
官
陸
軍
中
将
の
高

島
鞆
之
助
を
筆
頭
に
、
演
習
の
指
揮
を
執
っ
た
旅
団
長
陸
軍
少
将
の
今
井
兼

利
に
岡
沢
精
、
参
謀
長
、
連
隊
長
、
島
上
・
下
郡
長
、
元
同
郡
長
、
警
部
ら

九
人
で
あ
る
。
太
田
村
紀
念
碑
記
載
の
警
部
佐
野
之
行
（
天
王
寺
警
察
署

長
）
の
名
が
無
い
。

発
起
人
は
吉
田
勘
右
衛
門
を
含
め
十
一
人
で
あ
る
が
、「
地
主
兼
発
起
人
」

の
九
人
を
併
せ
る
と
二
十
名
と
な
る
。
地
主
は
平
田
を
除
き
、
み
な
耳
原
地

区
に
現
在
で
も
そ
の
家
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
主
以
外
の
発
起

人
十
一
名
の
う
ち
三
名
（
吉
田
勘
右
衛
門
・
中
村
新
三
郎
・
辰
見
治
一
）
が

（

）

戸
長
と
い
う
立
場
で
、
太
田
村
の
発
起
人
（
吉
田
・
北
川
・
西
田
）
以
外
、

奥
野
（
上
野
）・
井
上
（
耳
原
）・
辰
見
（
中
河
原
）
が
現
在
で
も
そ
の
家
名

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
他
は
不
明
で
あ
り
、
太
田
村
の

発
起
人
や
幣
久
良
山
の
地
主
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
有
志
人
八
人
は
、
記

念
碑
の
あ
る
耳
原
の
隣
の
上
野
に
辻
・
奥
野
の
家
名
が
現
在
で
も
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
現
在
の
豊
中
市
原
田
に
あ
た
る
原
田
村
や
「
丹
州
」（
丹
後

か
丹
波
）
住
人
な
ど
遠
方
の
者
も
建
碑
に
参
加
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
幣
山
紀
念
碑
の
場
合
、
地
主
や
戸
長
が
中
心
で
、
太
田
村
紀
念
碑
の
よ

う
に
発
起
人
の
所
在
地
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
両
碑
の
建
碑
式
は
太
田
村

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（
後
述
）、
建
碑
を
主
導
し
た
の
は
太
田

村
の
発
起
人
達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
え
る
。

ま
た
、
裏
面
の
揮
毫
者
「
吉
田
重
太
郎
」
も
不
明
で
あ
る
。
名
字
か
ら

は
、
発
起
人
の
吉
田
勘
右
衛
門
の
有
縁
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
同
様
に
太
田

村
紀
念
碑
の
裏
面
揮
毫
者
「
太
田
得
成
」
も
発
起
人
に
太
田
利
三
郎
が
い

て
、
発
起
人
の
有
縁
者
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
裏
面
の
揮
毫
は
、
地

元
の
発
起
人
有
縁
者
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
石
工
に
つ
い
て
も
島
利

助
に
「
手
伝
」
森
川
伊
介
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
島
利
助
を
「
島
利
介
」

と
刻
ん
で
い
る
の
は
、
手
伝
の
森
川
伊
介
が
「
伊
介
」
の
「
介
」
を
使
い

「
利
介
」
と
刻
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
製
作
面
で
も
、
太
田
紀

念
碑
は
島
利
助
が
製
作
し
、
幣
山
紀
念
碑
は
手
伝
森
井
も
関
わ
っ
て
い
て
、

石
工
も
太
田
紀
念
碑
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
５
）
建
碑
式
の
模
様

太
田
村
・
幣
山
紀
念
碑
は
、
太
田
村
・
耳
原
村
を
含
む
近
隣
六
か
村
（
河

原
・
西
河
原
・
耳
原
・
太
田
・
三
島
・
郡
の
各
村
）
の
戸
長
だ
っ
た
吉
田
勘

右
衛
門
を
中
心
に
、
各
村
の
有
志
者
や
地
主
ら
と
共
に
建
造
さ
れ
た
。

西 島 太 郎
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五
月
二
十
四
日
に
有
志
者
惣
代
は
大
阪
府
庁
へ
上
申
し
、
紀
念
碑
が
竣
功

し
た
こ
と
、
お
よ
び
建
碑
式
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
、
こ
の
式
場
に
知
事
・

（

）

書
記
官
の
臨
席
を
乞
う
た
。
そ
し
て
二
十
七
日
に
建
碑
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
日
は
、
近
村
の
者
は
み
な
仕
事
を
休
業
し
、
国
旗
を
掲
げ
て
祝
意
を
示
し

た
。第

一
の
式
場
は
太
田
村
「
茶
臼
山
」（
太
田
山
）
だ
っ
た
。
参
列
者
は
、

碑
の
篆
額
を
草
し
た
大
阪
府
知
事
の
建
野
郷
三
、
大
阪
府
属
の
前
田
辰
次
郎

（

）

（
庶
務
課
長
）、
島
上
・
島
下
郡
長
の
廣
瀨
直
澂
、
元
同
郡
長
で
東
成
・
住
吉

郡
長
の
白
石
純
治
、
郡
書
記
で
島
上
・
島
下
郡
選
出
の
大
阪
府
会
議
員
の
奇

こ
お
り

二
治
郎
兵
衛
、
河
原
・
西
河
原
・
耳
原
・
太
田
・
三
島
・
郡
の
各
村
の
有
志

者
、
新
聞
記
者
な
ど
で
あ
っ
た
。
現
地
で
は
、
三
島
・
郡
両
尋
常
小
学
校
の

生
徒
が
、
各
々
木
銃
を
携
え
て
式
場
の
前
に
並
立
し
た
。

な
お
軍
人
は
式
典
に
参
加
し
て
い
な
い
。
メ
ッ
ケ
ル
少
佐
の
意
見
に
よ
り

陸
軍
の
編
成
が
改
め
ら
れ
、
明
治
二
十
一
年
五
月
十
二
日
に
鎮
台
は
廃
止
さ

れ
新
に
師
団
が
設
置
さ
れ
た
。
大
阪
鎮
台
は
第
四
師
団
と
な
り
、
高
島
鞆
之

（

）

助
は
五
月
十
四
日
か
ら
第
四
師
団
長
と
な
っ
て
い
た
。

府
知
事
お
よ
び
発
起
人
の
吉
田
勘
右
衛
門
等
が
文
を
読
ん
で
式
典
は
終
わ

っ
た
。
そ
の
後
、
耳
原
村
に
あ
る
幣
久
良
山
の
式
場
へ
行
き
、
同
様
の
式
典

を
行
っ
た
。
式
典
が
終
わ
る
と
、
休
憩
所
で
折
詰
料
理
が
提
供
さ
れ
た
。
両

（

）

所
と
も
餅
蒔
き
や
生
徒
の
体
操
等
が
行
わ
れ
た
。

天
覧
の
順
序
は
幣
久
良
山
・
太
田
村
の
順
で
あ
る
が
、
建
碑
式
を
太
田
村

か
ら
始
め
て
い
る
の
は
、
太
田
村
の
者
が
主
導
し
て
建
碑
に
至
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

（
６
）
高
島
鞆
之
助
の
建
碑
賛
成
理
由

陸
軍
将
校
の
た
め
の
親
睦
団
体
で
あ
る
大
阪
偕
行
社
に
、
附
属
小
学
校
が

開
校
し
た
の
は
明
治
二
十
一
年
四
月
三
日
（
開
校
式
）
で
、
紀
念
碑
建
造
と

同
じ
月
で
あ
る
。
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校
の
「
開
設
者
」
で
あ
る
高
島
鞆

之
助
と
、
偕
行
社
の
幹
事
長
で
同
校
「
設
置
者
」
と
な
っ
た
今
井
兼
利
に
よ

る
創
立
で
あ
っ
た
。
開
校
理
由
は
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
と
共
に
、
当
時
、

陸
軍
幼
年
学
校
や
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
入
学
者
が
少
な
く
、
兵
を
志
願
す
る

者
の
減
少
が
、
幼
児
期
か
ら
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
、
高
島
ら
は
認
識
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
学
校
設
立
計
画
の
発
表
か
ら
開
校
ま
で
、
わ
ず

か
二
か
月
と
急
で
あ
っ
た
の
は
、
陸
軍
省
の
支
援
の
も
と
、
陸
軍
の
親
睦
団

体
の
一
つ
で
偕
行
社
と
対
立
し
た
月
曜
会
を
解
散
さ
せ
、
偕
行
社
に
ま
と
め

（

）

る
た
め
の
方
策
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

太
田
村
・
幣
山
紀
念
碑
の
建
造
は
、
天
皇
の
聖
蹟
を
遺
す
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
陸
軍
の
軍
事
演
習
を
地
域
社
会
に
後
世
に
ま
で
意
識
し
伝
え
る
も
の

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
軍
へ
の
関
心
を
永
続
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
高

島
や
今
井
に
と
っ
て
は
「
建
碑
賛
成
」
者
と
な
る
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
二
十
年
の
茨
木
地
域
で
行
わ
れ
た
天
覧
軍
事
演
習
の
詳

細
、
お
よ
び
演
習
を
契
機
に
建
造
さ
れ
た
二
つ
の
紀
念
碑
と
住
民
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。
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茨
木
地
域
は
、
明
治
十
九
年
か
ら
陸
軍
の
軍
事
演
習
場
と
し
て
注
目
さ

れ
、
繰
り
返
し
演
習
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
翌
二
十
年
に
明
治
天
皇
に
よ
る

天
覧
演
習
へ
と
繋
が
っ
た
。
同
年
の
天
覧
演
習
は
、
大
阪
か
ら
京
都
へ
向
か

う
途
中
の
茨
木
を
演
習
地
と
し
て
計
画
さ
れ
、
二
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。

天
皇
を
迎
え
る
た
め
に
道
路
の
補
修
や
、
軍
事
演
習
天
覧
に
あ
た
り
幣
久
良

山
と
太
田
村
に
茶
所
・
厠
を
併
設
し
た
天
覧
所
が
設
け
ら
れ
た
。

軍
事
演
習
の
内
容
は
、
西
軍
に
攻
囲
さ
れ
た
大
阪
の
軍
勢
に
援
軍
を
差
し

向
け
る
た
め
東
軍
が
先
方
隊
を
差
し
向
け
、
こ
れ
を
知
っ
た
西
軍
が
一
枝
隊

を
派
遣
し
て
東
軍
の
援
軍
を
妨
げ
る
も
の
で
、
東
軍
を
敵
に
想
定
し
、
陸
軍

少
将
の
今
井
兼
利
が
全
体
の
指
揮
官
と
な
っ
た
。
茨
木
停
車
場
を
降
り
立
っ

た
天
皇
に
は
、
有
栖
川
・
北
白
川
の
各
親
王
、
侍
従
長
（
徳
大
寺
実
則
）・

内
大
臣
（
三
条
実
美
）・
宮
内
大
臣
（
伊
藤
博
文
）・
陸
軍
中
将
（
高
島
鞆
之

助
）・
大
阪
府
・
京
都
の
両
府
知
事
ら
が
供
奉
し
た
。

天
皇
が
、
幣
久
良
山
の
第
一
天
覧
所
に
到
着
す
る
と
と
も
に
演
習
は
始
ま

っ
た
。
第
一
天
覧
所
は
東
軍
の
八
幡
山
（
将
軍
山
）
│
幣
久
良
山
│
上
野
村

と
南
北
に
展
開
す
る
東
軍
の
第
一
防
御
線
上
に
あ
っ
た
。
道
祖
本
村
の
西
軍

は
、
茨
木
川
堤
防
を
伝
っ
て
幣
久
良
山
直
下
の
西
国
街
道
を
突
破
す
る
隊

と
、
北
上
し
て
八
幡
山
（
将
軍
山
）
を
攻
め
る
隊
の
二
手
か
ら
攻
め
た
。
東

軍
の
八
幡
山
（
将
軍
山
）
と
西
軍
の
道
祖
本
村
小
丘
の
双
方
か
ら
大
砲
（
空

砲
）
で
応
戦
し
た
が
、
八
幡
山
を
西
軍
が
占
拠
し
た
。
天
皇
は
東
軍
が
第
二

防
御
線
と
し
て
い
た
太
田
村
の
第
二
天
覧
所
へ
と
乗
馬
で
移
動
し
た
。
東
軍

は
太
田
村
の
稲
荷
山
ま
で
戻
り
陣
形
を
整
え
た
が
、
西
軍
が
安
威
川
堤
防
や

耳
原
村
を
占
領
し
た
こ
と
で
勝
敗
は
決
し
演
習
は
終
わ
っ
た
。

天
皇
の
天
覧
所
滞
在
時
間
は
、
第
一
天
覧
所
が
一
時
間
十
九
分
、
第
二
天

覧
所
が
四
十
五
分
間
で
、
茨
木
停
車
場
を
降
り
立
っ
て
高
槻
停
車
場
を
発
つ

ま
で
三
時
間
五
十
分
間
の
滞
在
だ
っ
た
。

多
く
の
人
々
が
天
皇
を
一
目
見
よ
う
と
詰
め
掛
け
、
茨
木
停
車
場
か
ら
の

道
筋
の
両
側
に
並
び
出
迎
え
た
。
ま
た
、
大
阪
の
第
三
高
等
中
学
校
、
尋
常

師
範
・
中
学
の
両
校
、
平
安
学
校
等
の
生
徒
数
百
人
が
、
福
井
村
の
山
上
か

ら
演
習
を
見
学
し
た
。
行
幸
に
際
し
、
福
井
村
の
高
木
半
の
よ
う
に
新
能
楽

の
天
覧
を
望
み
願
書
を
出
す
者
も
い
た
。

演
習
終
了
後
、
吉
田
勘
右
衛
門
ら
太
田
村
の
住
人
を
発
起
人
と
し
て
建
碑

の
動
き
が
あ
っ
た
。
教
育
者
で
あ
り
漢
詩
に
造
詣
の
深
い
日
柳
政
愬
が
執
筆

し
た
建
碑
趣
旨
は
、
太
田
村
の
地
勢
は
要
衝
で
軍
事
演
習
の
場
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
、
演
習
は
手
本
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
演
習
を
天
覧
さ
れ
た
。
村
民

は
明
治
天
皇
に
拝
謁
を
許
さ
れ
、
そ
の
天
皇
の
顔
に
は
喜
び
が
あ
っ
た
。
碑

文
を
作
り
、
そ
の
場
所
を
永
遠
に
顕
彰
す
る
と
記
し
た
。
日
柳
は
、
天
皇
の

徳
を
広
め
る
、
神
武
天
皇
の
創
業
の
始
ま
り
に
立
ち
返
る
復
古
だ
と
評
し

た
。五

月
に
「
御
天
覧
所
碑
石
寄
付
人
名
簿
」
が
作
成
さ
れ
、
建
碑
に
向
け
た

募
金
が
始
ま
り
、
八
月
に
発
起
人
の
人
数
が
固
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
第
一

天
覧
所
と
な
っ
た
幣
久
良
山
（
耳
原
村
）
で
も
建
碑
の
動
き
が
あ
り
、
耳
原

村
の
複
数
の
地
主
を
中
心
に
な
さ
れ
た
。
幣
久
良
山
の
碑
文
に
刻
ま
れ
た
日

柳
政
愬
の
碑
文
は
、
こ
の
地
が
軍
事
演
習
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
る
こ
と
、

演
習
の
天
覧
が
あ
っ
た
こ
と
、「
土
地
の
老
人
は
栄
誉
な
こ
と
」
だ
と
し
て

碑
を
建
て
、
銘
文
に
よ
り
永
く
伝
え
そ
の
足
跡
を
残
す
の
だ
と
す
る
。
そ
し

西 島 太 郎
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て
、
平
和
な
時
で
も
常
に
世
が
乱
れ
た
時
を
考
え
準
備
す
る
こ
と
と
、
天
皇

の
長
寿
を
願
う
文
章
を
寄
せ
た
。
太
田
村
紀
念
碑
で
は
日
柳
政
愬
が
、
幣
山

紀
念
碑
で
は
大
阪
府
知
事
が
、
行
幸
で
の
天
覧
が
天
皇
の
徳
を
広
め
た
と
述

べ
て
い
た
。

両
碑
と
も
大
阪
西
横
堀
の
石
工
島
利
助
（
屋
号
・
樋
口
屋
）
が
製
作
し
、

碑
の
表
面
は
、
教
育
者
で
詩
文
に
優
れ
た
日
柳
政
愬
、
書
家
巻
菱
湖
の
流
れ

を
汲
む
山
田
孝
三
郎
、
篆
書
体
で
大
阪
府
知
事
選
定
の
語
句
を
刻
む
こ
と
で

格
調
高
い
も
の
に
し
て
い
る
。
裏
面
は
、
賛
同
者
・
発
起
人
・
有
志
者
等
を

記
し
、
揮
毫
は
地
元
発
起
人
の
有
縁
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
建
碑
賛
成

者
と
し
て
大
阪
鎮
台
司
令
官
の
高
島
鞆
之
助
や
、
天
覧
演
習
で
司
令
官
を
務

め
た
今
井
兼
利
、
大
阪
府
知
事
・
郡
長
ら
が
名
を
連
ね
た
。

翌
二
十
一
年
四
月
二
十
日
に
碑
は
完
成
し
、
そ
の
一
か
月
後
の
五
月
二
十

七
日
に
建
碑
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
大
阪
府
知
事
以
下
、
郡
長
、
府
会
議

員
、
発
起
・
有
志
人
の
ほ
か
、
地
域
の
尋
常
小
学
校
生
徒
も
参
加
し
た
。

軍
事
演
習
地
で
な
か
っ
た
茨
木
地
域
が
、
要
地
と
し
て
認
識
さ
れ
、
軍
事

演
習
地
と
な
る
こ
と
で
天
皇
が
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
姿
を
見
せ
た
天
皇

は
、
そ
の
存
在
を
人
々
に
認
識
さ
せ
、
そ
の
権
威
を
高
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
紀
念
碑
の
建
造
や
碑
文
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
軍
事
演
習
を
天
皇
が
観

た
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
や
学
校
生
徒
な
ど
の
若
者
も
軍
隊
の
存
在
を
意
識

し
て
い
く
。
二
つ
の
紀
念
碑
の
前
に
立
ち
碑
文
を
読
む
こ
と
で
、
天
皇
が
い

た
同
じ
場
所
か
ら
演
習
地
を
眺
め
、
軍
事
演
習
と
天
覧
を
称
え
、
天
皇
の
徳

を
慕
う
、
当
時
の
人
々
の
熱
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
軍
隊
の
あ
り
方

も
、
国
内
鎮
圧
の
た
め
の
鎮
台
か
ら
対
外
的
な
師
団
へ
と
移
行
す
る
過
渡
期

に
あ
た
っ
た
。

茨
木
地
域
で
は
そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
二
十
一

日
に
陸
軍
の
第
四
師
団
と
第
十
六
師
団
の
軍
事
演
習
が
三
島
村
（
旧
太
田
・

よ
し
ひ
と

耳
原
・
西
河
原
・
総
持
寺
等
の
各
村
）
で
行
わ
れ
、
東
宮
（
嘉
仁
親
王
。
の

ち
の
大
正
天
皇
）
が
八
幡
（
太
田
村
上
野
）
の
高
地
で
観
戦
し
た
。
午
前
六

時
か
ら
七
時
に
か
け
て
の
演
習
で
、
演
習
を
統
監
し
た
乃
木
希
典
大
将
が
現

（

）

地
で
講
評
を
行
っ
た
。
一
年
半
後
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月
、
三
島

か
く
が

ひ
つ

（

）

郡
の
有
志
が
八
幡
の
地
に
「
鶴
駕
駐
蹕
記
念
碑
」
を
建
造
し
た
。
ま
た
、
翌

三
年
十
一
月
十
五
日
に
耳
原
周
辺
で
行
わ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
は
、
大
正

（

）

天
皇
が
総
裁
と
な
る
も
の
で
、
幣
久
良
山
の
頂
で
天
覧
が
あ
っ
た
。
十
二
年

後
の
一
九
二
六
年
（
昭
和
二
）
十
一
月
十
五
日
、「
耳
原
村
有
志
」
は
幣
久

（

）

良
山
の
天
覧
所
に
「
大
正
天
皇
駐
蹕
所
」
碑
を
建
造
し
た
。
明
治
二
十
年
の

天
覧
軍
事
演
習
以
降
、
茨
木
地
域
で
は
、
軍
事
演
習
に
天
皇
や
皇
太
子
の
観

覧
が
あ
る
と
、
地
元
有
志
を
中
心
に
紀
念
碑
（
記
念
碑
）
が
建
造
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

最
後
に
、
陸
軍
将
校
の
た
め
の
親
睦
団
体
で
あ
る
大
阪
偕
行
社
に
、
附
属

小
学
校
が
開
校
し
た
の
は
、
太
田
村
・
幣
山
紀
念
碑
の
建
碑
と
同
じ
年
の
同

じ
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
学
校
創
立
者
が
高
島
鞆
之
助
と
今
井
兼
利
で
あ

る
。
場
所
は
大
阪
鎮
台
の
あ
る
大
阪
城
北
西
の
大
手
門
前
で
、
一
九
四
〇
年

（
昭
和
十
五
）
四
月
に
は
附
属
中
学
校
も
開
設
さ
れ
た
。
終
戦
に
よ
り
大
阪

偕
行
社
が
解
散
す
る
と
、「
大
阪
偕
行
学
園
」「
大
手
前
学
園
」
と
運
営
団
体

や
校
名
を
変
え
、
一
九
四
七
年
に
「
追
手
門
学
院
」
が
誕
生
し
、
一
九
七
六

年
に
「
学
校
法
人
追
手
門
学
院
」
と
な
っ
た
。
大
阪
城
北
西
の
地
が
手
狭
と
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な
り
、
一
九
六
六
年
四
月
に
茨
木
市
西
安
威
の
将
軍
山
へ
移
転
し
、「
追
手

（

）

門
学
院
大
学
」
が
開
学
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
九
年
に
は
茨
木
市
太
田
東
芝

町
に
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
た
。

安
威
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
安
威
や
、
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
太
田
は

と
も
に
、
高
島
鞆
之
助
や
今
井
兼
利
が
参
加
し
た
明
治
二
十
年
の
天
覧
軍
事

演
習
の
舞
台
で
あ
る
。
追
手
門
学
院
の
前
身
で
あ
る
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学

校
創
立
者
で
あ
る
高
島
や
今
井
の
名
を
刻
む
両
碑
の
存
在
は
、
学
院
草
創
期

の
社
会
状
況
を
知
る
た
め
の
素
材
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）
長
谷
川
栄
子
『
明
治
六
大
巡
幸
』（
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一
二
年
）
七

頁
。

（
２
）
田
中
彰
『
近
代
天
皇
制
へ
の
道
程
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
二
二

三
・
二
三
四
・
二
三
五
頁
。

（
３
）
遠
山
茂
樹
『
日
本
近
代
思
想
体
系
２

天
皇
と
華
族
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八

八
年
）
四
七
〇
頁
。

（
４
）
原
武
史
『
可
視
化
さ
れ
た
帝
国
│
│
近
代
日
本
の
行
幸
啓
│
│
』（
み
す
ず
書

房
、
二
〇
〇
一
年
）
三
六
六
・
三
六
九
・
三
七
〇
頁
。

（
５
）
羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
│
│
１９
世
紀
日
本
の
地
域
社
会
と
歴
史
認
識
│
│
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
一
三
頁
。

（
６
）
中
野
良
『
日
本
陸
軍
の
軍
事
演
習
と
地
域
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九

年
）
一
四
・
一
五
頁
。

（
７
）
『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』（
市
立
大
阪
市
民
博
物
館
編
、
大
阪
市
役
所
、
一

九
二
一
年
）。

（
８
）
『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
収
載
、
池
上
四
郎
（
大
阪
市
長
）「
序
」、
堀
居
左

五
郎
（
市
立
大
阪
市
民
博
物
館
館
長
）「
序
」。

（
９
）
『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
第
二
冊
（
大
阪
府
学
務
部
、
一
九
二
八

年
）。
そ
の
後
、
昭
和
六
年
に
清
文
堂
か
ら
再
刊
。
天
坊
が
調
査
し
た
三
島
郡

分
は
、
天
坊
幸
彦
『
三
島
郡
の
史
蹟
と
名
勝
』（
私
家
版
、
一
九
六
一
年
）
と

し
て
、
弟
子
の
木
村
武
夫
が
天
坊
の
原
稿
（「
原
文
」）
で
誤
植
を
訂
正
し
刊

行
さ
れ
た
。
木
村
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
大
正
年
間
に
調
査
さ
れ
た

も
の
の
要
約
だ
と
い
う
。

（
１０
）
天
坊
幸
彦
は
各
碑
文
に
二
行
程
度
の
解
説
を
付
け
て
い
る
。「
太
田
御
野
立

所
」（
太
田
村
紀
念
碑
）
に
は
、「
明
治
二
十
年
二
月
十
六
日
大
演
習
御
親
閲

の
為
め
、
御
召
列
車
高
槻
駅
に
御
着
、
そ
れ
よ
り
西
国
街
道
を
西
へ
此
地
に

行
幸
あ
ら
せ
ら
る
。
村
民
永
く
其
聖
跡
を
伝
へ
ん
と
し
翌
年
茲
に
碑
を
建
つ
」

と
記
し
、「
幣
久
良
山
御
野
立
所
」（
幣
山
紀
念
碑
）
も
「
明
治
二
十
年
二
月

十
六
日
大
演
習
御
親
閲
の
為
め
、
太
田
御
野
立
所
よ
り
、
更
に
此
地
に
行
幸

あ
ら
せ
ら
る
。
村
民
之
を
記
念
し
て
碑
を
建
つ
」
と
記
す
。
こ
こ
で
は
明
治

天
皇
が
高
槻
駅
か
ら
西
国
街
道
を
通
っ
て
太
田
、
次
い
で
幣
山
へ
と
至
っ
た

と
す
る
が
、
実
際
は
そ
の
逆
の
順
路
で
あ
る
。

（
１１
）
『
茨
木
市
史
』（
茨
木
市
役
所
、
一
九
六
九
年
）。

（
１２
）
『
茨
木
の
史
跡
』（
茨
木
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）
九
八
頁
。

（
１３
）
同
様
の
紹
介
は
、『
わ
が
ま
ち
茨
木

年
代
誌
編
』（
茨
木
市
教
育
委
員
会

編
・
刊
、
二
〇
〇
七
年
）
八
二
頁
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
他
に
打
越
孝
明

『
明
治
天
皇
の
聖
蹟
を
歩
く
│
│
西
日
本
編
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇

一
八
年
、
六
〇
頁
）
が
あ
る
。

（
１４
）
『
新
修
茨
木
市
史
史
料
集
７

新
聞
に
み
る
茨
木
の
近
代
Ⅰ
│
│
三
島
地
域
新

聞
記
事
集
成
│
│
』（
茨
木
市
史
編
さ
ん
室
編
、
茨
木
市
刊
、
二
〇
〇
四

年
）。

（
１５
）
遠
藤
俊
六
「
新
聞
に
み
る
地
域
の
一
八
八
〇
年
代
│
│
コ
レ
ラ
・
天
皇
・
軍

隊
・
ア
ヘ
ン
│
│
」（『
新
修
茨
木
市
史
年
報
』
三
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
１６
）
『
創
設
者

高
島
鞆
之
助
関
係
史
料
（
６
）
│
│
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
・
侍
従

高
島
鞆
之
助
・
西
南
戦
争
別
働
隊
・
谷
干
城
と
の
関
係
│
│
』（
学
院
史
資

料
、
将
軍
山
会
館
・
大
学
事
務
部
、
二
〇
〇
九
年
）。『
学
校
設
置
者

今
井
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兼
利
少
将
関
係
史
料
（
１
）
│
│
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
・
茨
木
野
外
演
習
・

学
校
設
置
者
・
真
田
山
陸
軍
墓
地
・
大
蔵
省
時
代
│
│
』（
同
、
二
〇
〇
九

年
）。

（
１７
）
『
新
修
茨
木
市
史
』
第
三
巻
、
通
史
Ⅲ
（
茨
木
市
、
二
〇
一
六
年
）。

（
１８
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
十
八
年
三
月
七
日
付
「
砲
兵
行
軍
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木

の
近
代
』
Ⅰ
、
二
四
七
）。

（
１９
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
十
九
年
九
月
九
日
付
「
実
地
対
策
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木

の
近
代
』
Ⅰ
、
三
一
一
）。『
大
阪
日
報
』
明
治
十
九
年
九
月
十
日
付
「
実
地

対
策
下
検
閲
」。

（
２０
）
以
上
『
朝
日
新
聞
』
明
治
十
九
年
十
月
二
十
七
日
付
「
野
外
演
習
」・
三
十
日

付
「
検
閲
使
高
島
中
将
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木
の
近
代
』
Ⅰ
、
三
一
七
・
三

一
九
）。

（
２１
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
十
九
年
十
一
月
三
十
日
付
「
行
軍
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木

の
近
代
』
Ⅰ
、
三
三
二
）。『
大
阪
日
報
』
明
治
十
九
年
十
一
月
三
十
日
付

「
野
外
演
習
」。『
大
阪
日
報
』
同
年
同
日
付
の
記
事
で
は
、「
摂
州
伊
丹
近
傍

へ
連
隊
一
泊
行
軍
を
為
し
同
地
に
於
い
て
不
期
対
抗
運
動
を
演
習
す
る
筈
」

と
あ
る
。

（
２２
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
一
月
十
五
日
付
「
高
島
今
井
両
将
官
」。

（
２３
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
一
月
二
十
二
日
付
「
有
栖
川
両
殿
下
」。

（
２４
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
一
月
二
十
九
日
付
「
大
阪
鎮
台
の
準
備
」、
二
月

一
日
付
「
奉
迎
準
備
の
打
合
せ
」「
高
島
中
将
」。

（
２５
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
二
日
付
「
演
習
司
令
官
」。

（
２６
）
西
軍
の
歩
兵
第
八
連
隊
に
は
第
二
大
隊
・
第
三
大
隊
に
混
成
歩
兵
大
隊
、
歩

兵
第
二
十
連
隊
に
は
第
一
大
隊
・
第
二
大
隊
、
野
砲
兵
混
成
大
隊
に
は
第
一

中
隊
・
第
二
中
隊
に
輜
重
兵
中
隊
が
混
成
第
七
旅
団
で
編
成
さ
れ
た
。
東
軍

は
実
質
三
中
隊
で
、
歩
兵
第
八
連
隊
第
一
大
隊
、
山
砲
兵
一
中
台
、
工
兵
一

中
隊
で
編
成
さ
れ
た
。

（
２７
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
年
二
月
二
日
付
「
天
覧
演
習
」。

（
２８
）
「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件
書
類
」（『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
二
四
〇
頁
）。

（
２９
）
以
上
、『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
収
載
「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件
書
類
」「
官

報
」。

（
３０
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
九
日
付
「
天
覧
所
落
成
」。

（
３１
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
五
日
付
「
兵
隊
到
着
」。『
朝
日
新
聞
』
同

年
同
日
付
「
大
津
姫
路
の
兵
士
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木
の
近
代
』
Ⅰ
、
三
五

〇
）。

（
３２
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
五
日
付
「
岡
沢
少
将
」。

（
３３
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
七
日
付
「
将
官
艦
長
の
出
張
」。

（
３４
）
笹
川
隆
平
・
免
山
篤
『
茨
木
市
の
文
化
財
』
第
三
号
、
古
墳
（
茨
木
市
教
育

委
員
会
・
茨
木
市
文
化
財
研
究
調
査
会
、
一
九
六
三
年
）
の
口
絵
写
真
に

「
将
軍
山
は
こ
の
地
方
で
八
幡
山
と
も
い
う
」
と
あ
る
。

（
３５
）
以
上
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
「
旅
団
命
令
甲
第
一
号
」

「
旅
団
命
令
甲
第
弐
号
」。

（
３６
）
「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件
書
類
」（『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
三
〇
四
頁
）。『
大

阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
七
日
付
「
対
抗
演
習
天
覧
」。『
朝
日
新
聞
』

同
月
十
五
日
付
「
行
啓
之
記
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木
の
近
代
』
Ⅰ
、
三
四

九
）。

（
３７
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
、
三
面
「
行
幸
啓
彙
報
」（「
供
奉

の
方
々
ハ
、
有
栖
川
・
北
白
川
両
宮
、
徳
大
寺
侍
従
長
、
三
条
・
伊
藤
両
大

臣
、
高
島
中
将
、
建
野
・
北
垣
両
知
事
、
山
口
宮
内
書
記
官
、
広
幡
・
堀

川
・
坊
城
・
片
岡
・
米
田
の
五
侍
従
等
」）。
た
だ
し
「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件

書
類
」
中
の
「
大
阪
行
幸
啓
供
奉
人
名
」
侍
従
職
に
坊
城
の
名
は
な
い
。

（
３８
）
演
習
の
実
態
は
、『
朝
日
新
聞
』
と
『
大
阪
日
報
』
の
記
者
の
取
材
に
よ
る
報

道
し
か
な
い
。
両
紙
の
記
事
内
容
は
一
見
か
み
合
わ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

時
系
列
で
一
覧
に
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
表
１
「
茨
木
で

の
天
覧
軍
事
演
習
の
推
移
（
明
治
２０
年
２
月
）」）。
記
事
は
『
朝
日
新
聞
』
よ

り
『
大
阪
日
報
』
が
詳
細
で
あ
る
。
以
下
、
本
文
で
は
両
紙
を
合
わ
せ
て
時

系
列
に
記
述
す
る
。

（
３９
）
「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件
書
類
」。
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（
４０
）
た
だ
し
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
七
日
付
「
対
抗
演
習
天
覧
」
で

は
、
高
槻
停
車
場
発
車
時
刻
を
午
後
四
時
四
十
分
と
す
る
。「
官
報
」・『
朝
日

新
聞
』
は
午
後
四
時
三
十
分
と
す
る
。

（
４１
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
「
高
島
、
建
野
両
氏
」。

（
４２
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
九
日
付
「
偕
行
社
祝
宴
の
景
況
」。

（
４３
）
以
上
、
中
尾
薫
「
能
楽
の
近
代
化
と
高
木
半
│
│
そ
の
履
歴
と
能
楽
改
良
論

へ
の
能
役
者
の
反
応
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
待
兼
山
論
叢
』
美
学
編
四
七
、

二
〇
一
三
年
）。『
茨
木
・
福
井
の
歴
史
』（
茨
木
福
井
の
歴
史
編
纂
委
員
会

編
・
刊
、
一
九
九
七
年
）
第
十
二
章
福
井
の
記
念
碑
。『
茨
木
市
史
』
第
三

巻
、
通
史
Ⅲ
、
三
六
一
頁
。
な
お
明
治
四
十
四
年
十
月
に
建
立
さ
れ
た
「
高

に
い
や
に
ま
す
あ
ま
て
る
み
た
ま

木
簑
田
翁
彰
徳
碑
」
は
、
茨
木
市
福
井
の
新
屋
坐
天
照
御
魂
神
社
参
道
に
あ

る
。

（
４４
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
三
日
付
「
能
狂
言
の
番
組
」、
六
日
付
「
大

阪
鎮
台
の
準
備
」、
十
一
日
付
「
天
覧
の
能
楽
」。

（
４５
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
一
月
二
十
三
日
付
「
行
幸
啓
彙
報
」。
金
額
は
四

千
円
。

（
４６
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
三
日
付
「
道
路
修
繕
」、
四
日
付
「
引
払
と

増
員
」、
六
日
付
「
道
路
修
繕
落
成
」。

（
４７
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
五
日
付
「
行
幸
啓
掛
出
張
」。

（
４８
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
九
日
付
「
縦
覧
を
禁
ず
」。

（
４９
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
「
停
車
場
の
混
雑
」。

（
５０
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
「
茨
木
、
高
槻
奉
迎
送
の
景
況
」。

（
５１
）
「
大
阪
府
行
幸
啓
一
件
書
類
」（『
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
誌
』
二
七
七
頁
）。

（
５２
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
「
対
抗
演
習
大
覧
の
景
況
」。

（
５３
）
『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
年
二
月
十
八
日
付
「
茨
木
、
高
槻
奉
迎
送
の
景
況
」。

（
５４
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
年
三
月
十
六
日
付
「
行
軍
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木
の

近
代
』
Ⅰ
、
三
五
六
）。

（
５５
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
年
四
月
十
三
・
十
四
・
二
十
日
付
「
山
縣
内
務
大

臣
」「
参
謀
旅
行
演
習
」「
公
に
奉
ず
る
贈
」（『
新
聞
に
み
る
茨
木
の
近
代
』

Ⅰ
、
三
六
○
│
三
六
二
）。『
新
修
茨
木
市
史
』
三
、
二
六
九
頁
。
遠
藤
、
注

（
１５
）
論
文
。

（
５６
）
「
斎
藤
脩
家
文
書
」
茨
木
市
文
化
財
資
料
館
架
蔵
写
真
。『
新
修
茨
木
市
史
』

六
、
史
料
編
、
近
現
代
（
茨
木
市
、
二
〇
一
一
年
）
四
六
三
号
に
部
分
翻
刻

さ
れ
て
い
る
が
、
誤
字
を
修
正
し
全
文
を
翻
刻
し
た
。

（
５７
）
『
浪
速
叢
書
』
第
十
（
舩
越
政
一
郎
編
、
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
、
一
五
四

頁
）「
日
柳
三
州
墓
」
墓
碑
銘
。『
大
阪
人
物
辞
典
』（
三
善
貞
司
編
、
清
文
堂

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）「
日
柳
三
舟
」。『
明
治
大
正
人
物
事
典

Ⅱ

文
学
・

芸
術
・
学
術
篇
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
一
年
）「
日
柳
三
舟
」。

（
５８
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日
付
「
建
碑
式
」（『
新
聞
に
み
る

茨
木
の
近
代
』
Ⅰ
、
四
六
四
）。『
職
員
録
』
明
治
二
十
一
年
現
在
（
乙
）（
内

閣
官
房
局
、
一
八
八
八
年
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
５９
）
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈

新
訂
増
補
版
』（
花
鳥
社
、
二
〇
二
一
年
）
四

〇
八
〜
四
一
〇
頁
。

（
６０
）
『
刈
羽
郡
旧
跡
志
全
』（
名
著
出
版
、
一
九
六
三
年
）
一
六
九
・
一
七
〇
頁
。

川
合
吟
風
「
余
白
録

味
閒
齋
、
竹
洲
、
原
脩
齋
」（『
高
志
路
』
二
│
一
〇
、

一
九
三
六
年
）。『
大
辞
泉
』（
増
補
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）
収
載
「
巻
菱

湖
」。

（
６１
）
括
弧
内
の
肩
書
は
『
明
治
二
十
年
職
員
録
』（
甲
、
内
閣
官
報
局
）
に
よ
る
。

（
６２
）
『
職
員
録
』
明
治
二
十
一
年
現
在
（
乙
）（
内
閣
官
房
局
、
一
八
八
八
年
、
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
６３
）
同
じ
名
字
の
家
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
６４
）
杉
本
厚
典
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
石
工
・
石
商
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究

紀
要
』
一
七
、
二
〇
一
九
年
）。
飛
田
範
夫
「
江
戸
時
代
の
大
坂
の
石
屋
」

（『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
六
四
│
五
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
６５
）
木
村
茂
「
大
阪
近
郊
の
石
製
狛
犬
の
研
究
（
第
５
報
）」（『
大
阪
教
育
大
学
紀あ

要

第
Ⅰ
部
門
』
二
六
、
一
九
七
八
年
）。
茨
木
市
近
隣
で
は
、
箕
面
市
粟
生

ま
た
に

ご
あ
ざ

間
谷
の
五
字
神
社
の
狛
犬
（
明
治
十
五
年
〔
一
八
八
二
〕
九
月
銘
）
が
「
大

坂
／
西
横
堀
／
石
工
樋
口
屋
」
製
作
に
か
か
る
石
造
物
で
あ
る
。
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（
６６
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
二
、
大
修
館
書
店
、
一
九
五
六
年
、
四
四
〇

頁
）「
化
馳
」。

（
６７
）
「
治
不
忘
乱
」
は
「
お
さ
ま
れ
ど
も
乱
を
忘
れ
ず
」
と
読
む
。『
易
教
』
繁
辞

下
の
孔
子
の
一
文
「
治
而
不
忘
乱
」
に
基
づ
く
。

わ
が
ぶ
こ
れ
あ
が
り
て

（
６８
）
「
我
武
維
揚
」
は
『
周
書
』
泰
誓
中
の
言
葉
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
一
月
四
日
の
明
治
天
皇
が
軍
人
に
対
し
て
下
し
た
「
陸
海
軍
人
に
賜
は

り
た
る
勅
諭
」（
軍
人
勅
諭
）
の
前
文
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

（
６９
）
「
威
震
八
紘
」
は
、『
蜀
志
』
諸
葛
亮
伝
「
神
武
赫
然
、
威
震
八
荒
」（『
日
本

国
語
大
辞
典
』）
が
基
と
な
っ
て
い
る
。

か

（
７０
）
『
詩
経
』（
小
雅
、
天
保
）
に
「
騫
け
ず
崩
れ
ず
」
の
句
が
あ
る
。

（
７１
）
『
職
員
録
』
明
治
二
十
一
年
現
在
（
乙
）（
内
閣
官
房
局
、
一
八
八
八
年
、
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
太
）

（
７２
）
『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
付
「
耳
原
大
田
の
紀
念
碑
」。

（
７３
）
『
職
員
録
』
明
治
二
十
一
年
一
、
九
月
・
職
員
録
改
（
大
阪
府
）（
国
立
公
文

書
館
所
蔵
）。

（
７４
）
以
上
、『
明
治
天
皇
御
伝
記
史
料

明
治
軍
事
史
』（
上
、
陸
軍
省
編
、
原
書

房
、
一
九
六
六
年
）
明
治
二
十
一
年
条
、
七
六
六
〜
七
六
八
頁
。
明
治
政
府

の
軍
隊
の
あ
り
方
が
、
藩
兵
と
徴
兵
軍
が
混
在
し
た
鎮
台
か
ら
、
徴
兵
制
に

よ
る
国
民
軍
の
師
団
へ
と
変
化
し
た
。

（
７５
）
以
上
、『
大
阪
日
報
』
明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
付
「
建
碑
式
挙
行
」。

（
太
）

『
朝
日
新
聞
』
同
日
付
「
耳
原
大
田
の
紀
念
碑
」、
二
十
九
日
付
「
建
碑
式
」

（『
新
聞
に
み
る
茨
木
の
近
代
』
Ⅰ
、
四
五
八
・
四
六
四
）。

（
７６
）
以
上
、
三
﨑
一
明
「
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校
」（『
追
手
門
学
院
大
学
教
育

研
究
所
紀
要
』
二
九
、
二
〇
一
一
年
）。

（
７７
）
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
付
「
東
宮
茨
木
行

啓
」、
同
月
二
十
二
日
付
「
霜
に
明
た
る
払
暁
戦
」「
鞋
脚
絆
の
少
年
団
」。

（
７８
）
「
鶴
駕
」
は
皇
太
子
が
乗
る
車
、「
駐
蹕
」
は
天
子
の
行
幸
途
中
に
一
時
乗
物

め
ぐ

を
と
ど
め
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
碑
は
女
九
神
社
（
茨
木
市
東
太
田
三
丁

目
五
│
三
一
）
境
内
に
あ
る
。
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
四
六
セ
ン
チ
、
幅
九
五
セ

ン
チ
、
厚
さ
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
碑
文
を
掲
出
し
て
お
く
。

（
表
面
）「
鶴
駕
駐
蹕
記
念
碑

陸
軍
中
将
正
三
位
勲
一
等
功
三
級
男
爵
茨
木
惟
昭
謹
書
」

（
裏
面
）「
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
第
四
第
十
六

師
団
演
習
于
八
幡
之
高
地
爾
時
蒙

台
覧
之
処

大
正
二
年
五
月

三
島
郡
有
志
者
謹
建
」

（
７９
）
演
習
の
詳
細
は
、『
新
修
茨
木
市
史
』
第
三
巻
、
通
史
Ⅲ
（
茨
木
市
、
二
〇
一

六
年
）
第
三
章
第
一
節
「
日
露
戦
争
後
の
町
村
」（
遠
藤
俊
六
執
筆
）
が
記

す
。

（
８０
）
「
耳
原
有
志
」
を
「
発
起
者
」
と
し
て
、
三
島
・
福
井
・
安
威
各
村
や
個
人
・

銀
行
の
「
特
別
寄
付
」
を
受
け
て
建
造
さ
れ
た
。
大
き
さ
は
、
高
さ
三
メ
ー

ト
ル
九
一
セ
ン
チ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
六
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
八
・
五
セ
ン
チ

で
あ
る
。
建
碑
に
十
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
い
る
こ
と
の
理
由
、
お
よ
び
碑

文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
が
俟
た
れ
る
。

（
８１
）
以
上
、『
八
十
年
志
』（
天
野
利
武
編
、
追
手
門
学
院
、
一
九
六
八
年
）「
追
手

門
学
院
八
十
年
小
史
」。

﹇
付
記
﹈
史
料
閲
覧
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
斎
藤
脩
様
、
御
協
力
い
た
だ
い
た
茨
木
市

立
文
化
財
資
料
館
、
茨
木
市
財
産
活
用
課
・
公
園
緑
地
課
、
追
手
門
学
院
大

学
学
院
志
研
究
室
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
本
稿
は
、
大
学
に
お
け
る
自
校
学

習
お
よ
び
大
学
周
辺
で
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
素
材
と
し
て
活
用
す
る

た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

太田村・幣山紀念碑ノート （６６）

― ６７ ―


